
宮城県文化財調査報告書第 183 集 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

名 生 館 遺 跡ほか 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成１２年３月 
 
 
 

 

宮 城 県 教 育 委 員 会 

  



序 文 
 

21 世紀の到来を目前に控え、ゆとりや豊かさを目指すことが重要になってきた中で、各自治体

では風土に根ざした地域の活性化を推進するため、郷土の文化財を再認識し、それを地域づくり

の拠点として整備し、活用しようとする考えが以前にも増して多くなってきております。 

宮城県においても県民の多様なニーズに対応して、潤いのある生活の実現と魅力あるふるさと

づくりを目ざし、新世紀に向けた新たな県土づくりへの取り組みを積極的に推進しているところ

であります。 

しかし一方では、近年の本県における道路建設やほ場整備をはじめ、大規模な土地区画整理や

住宅建築などの生活関連の各種開発事業が年を追うごとに激化しており、これらの開発によって

埋蔵文化財が破壊・消滅の危機にさらされることが多くなってきています。 

当教育委員会としても、文化財が我が国の長い歴史の中で生まれ、育まれ、今日まで守り伝え

られてきた国民共有・地域固有の財産であるという認識に立って、各市町村教育委員会と共に開

発関係機関等との十分な協議を通して、貴重な文化財を地域で保存・活用し、後世に伝えること

に努めているところです。 

本書は開発関係機関等との協議・調整に基づき、平成 11 年度に当教育委員会が国庫補助金を得

て行った発掘調査及び確認調査の成果を収録したものであります。今回の調査成果が県民の多く

の皆様や各地の研究者に広く活用され、地域の歴史の解明と文化財保護の理解に役立つことがで

きれば幸いです。 

最後になりましたが、各遺跡の保存や保護調整に理解を示され、調査にあたっても多大なご協

力をいただきました関係諸機関をはじめ発掘作業にあたられた皆様に対し、深く感謝申し上げる

次第です。 

 

 

平成 12 年 3 月 

 

 

 

 

宮城県教育委員会 

教育長 柿 﨑 征 英 

  



平成 11 年度発掘調査の概要 

 

宮城県教育委員会が平成 11 年度に埋蔵文化財緊急調査費の国庫補助金（総事業費 7,200 千円、

補助率 1/2）を得て実施した発掘調査は4ヶ所、分布調査は1市 2町である。 

名生館遺跡は古川市大崎の台地上に立地している。平成 7年度に国指定史跡である名生館官衙遺

跡の西側から南側一帯が県営ほ場整備事業計画地内に含まれたのに伴い、平成 10 年度から発掘調

査を進めている。今年度の調査は、昨年度調査地点の南側に展開する水田部分を対象とした、道路

敷にかかわる確認調査と水路敷にかかわる事前調査である。その結果、古代の掘立柱建物跡66棟・

竪穴遺構10基・溝跡 74条・井戸跡 14基・土壙 56基、近世の窯跡などが発見された。 

萩田遺跡は高清水町中部、透川右岸に面した丘陵麓に立地する縄文・弥生時代、古代の遺跡であ

る。平成7年度にこの一帯が県営ほ場整備事業とかかわりをもったため、平成 8年度に遺跡北端で

確認調査を実施した。その結果、縄文時代晩期末から弥生時代初頭の土偶が発見されたため、この

遺跡の取扱いについて関係機関と保存協議を重ね、水田面・道路敷は削平を受けることなく保存さ

れることになった。しかし、水路部分は工事の際掘削を避けることができなかったので、今回事前

調査を行った。調査の結果、古代以降の掘立柱建物跡3棟・溝跡 7条が発見された。 

桑畑Ａ遺跡は栗駒町北西部、三迫川左岸の段丘上に立地する。平成 9年度の確認調査の結果を踏

まえ、用水路建設に伴う事前調査を実施した。その結果、縄文時代後期の竪穴住居跡1軒・土壙 22

基などが発見された。 

一本柳遺跡・小沼遺跡は小牛田町南東部、鳴瀬川左岸の自然堤防上に立地している。一本柳遺跡

は宮城県教育委員会が平成7年から 5カ年にわたって、鳴瀬川の堤防改修と中流堰建設に先立って

遺跡の南側を事前調査した際に、古代から中世にかけての大規模な集落跡・屋敷跡を確認している。

今回の調査は、遺跡北側に計画された県営ほ場整備事業に伴う水路部分の事前調査であり、古代の

溝跡6条・畦畔状遺構 2条・土壙 3基、中世の掘立柱建物跡2棟・溝跡 1条などが発見された。小

沼遺跡では地山まで削平が及んでおり、遺構・遺物はみられなかった。 

この他、昨年度 3 月に農業貯水槽建設に伴って調査した河北町牧野巣山塚跡も併せて収録した。

この遺跡はは当初周知されていなかったが、丘綾上の貯水槽建設地内に塚跡1基が発見されたこと

から、事前調査を実施した。 

 

  



  



目 次 

 

平成 11 年度発掘調査の概要

名生館遺跡 1･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････

･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････

･････････････････････････････････････････････････････････････････････････

････････････････････････････････････････････････････････････････････････

･･････････････････････････････････････････････････････････････････････

萩田遺跡 79

桑畑Ａ遺跡 91

一本柳遺跡 109

牧野巣山塚跡 119

 

例 言 

 

1. 本書は宮城県が平成 11 年度の埋蔵文化財緊急調査費の国庫補助を得て、宮城県教育庁文化財

保護課が担当して実施した発掘調査の報告書である。 

2. 各遺跡の発掘調査から調査報告書にいたる一連の作業は、調査原因となった開発行為にかか

わる機関の依頼を受けて文化財保護課が行ったものである。 

3. 各遺跡の保存協議や発掘調査にあたっては、開発担当部局や地元教育委員会から多大な協力

をいただいた。 

4. 本書に使用した土色の記述は、「新版標準土色帳」（小山・竹原：1973）を参照した。 

5. 本書に使用した各遺跡の位置図は、建設省国土地理院発行の 1/25,000 もしくは 

1/50,000 の地形図を複製して使用した。 

6. 本書の図中の座標値は、国家座標第Ｘ系による。 

7. 本書は調査員全員の協議を経て、下記のものが執筆・編集した。 

平成 11 年度発掘調査の概要  阿部 博志 

名生館遺跡          村田 晃一・天野 順陽・吉野 武 

萩田遺跡           吉野 武 

桑畑Ａ遺跡          伊藤 裕 

一本柳遺跡          茂木 好光 

牧野巣山塚跡         岩見 和泰 

8. 発掘調査、遺構・遺物の整理、報告書の作成にあたって、次の方々からご教示いただいた（五

十音順）。 

大谷基・佐々木和典・佐藤優・鈴木勝彦・高橋誠明・千葉孝弥 

9. 発掘調査で出土した遺物、調査記録類は宮城県教育委員会が保管している。 
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調 査 要 項 

遺 跡 名：名生館遺跡（みょうだていせき）（宮城県遺跡地名表記載番号27018、遺跡記号ＰＪ） 

所 在 地：宮城県古川市大崎字名生館他地内 

調査原因：東大崎地区県営ほ場整備事業 

調査主体：宮城県教育委員会 

調査担当：宮城県教育庁文化財保護課 

村田晃一、茂木好光、伊藤裕、菅原弘樹、天野順陽、吉野武 

調査期間：平成 11 年（1999 年）10 月 4 日～12 月 13 日 

調査対象面積：約 3,490 ㎡ 

調査面積：約 2,490 ㎡（窯跡Ａ～Ｄトレンチの 330 ㎡を含む） 

調査協力：宮城県古川農林振興事務所、大崎土地改良区、古川市教育委員会、ＪＲ東日本川渡

保線区、奥田建設 

調査参加者：大場かつ子、笠原きえ子、笠原すみ子、笠原ましゑ、笠原みよ子、加藤みき子、 

鹿野しみ子、鹿野まき子、鹿野田雪子、鹿野田洋子、佐々木栄子、佐々木敬子、 

佐々木はつえ、佐々木満智子、菅原剛、菅原隆、高城キヨ子、舘野信子、藤原きみゑ、 

門間かねほ（五十音順） 

整理参加者：大沼美代子、佐々木喜代子、白石公子、瀧澤恵子、古川満津子

  



第一章 遺跡の概要 

 

Ⅰ．遺跡の位置と地理的環境 

名生館遺跡は、古川市大崎字名生館・城内・名生北館・名生小野柄堂・名生上代・名生小館・弥栄に

所在する。遺跡は大崎平野の北西端にあり、ＪＲ陸羽東線東大崎駅の西側にひろがる。奈良・平安時代

に古代陸奥国府であった多賀城跡の北西約40㎞に位置する。 

地形を概観する。江合川と鳴瀬川の沖積作用によって形成された大崎平野は、県内最大の内陸盆地で

東西約13㎞、南北約17㎞の広さをもっている。平野の四周は、主として第三系中新統および鮮新統か

らなる丘陵で、東は広渕丘陵が南北に延び、南と北はそれぞれ三本木丘陵、清滝丘陵が西から東へ延び

ている。西は江合・鳴瀬川の両河川が形成した扇状地が段丘化した高位段丘面（通称：青木原台地）が

発達し、ゆるやかに傾斜（0.7～0.8度）しながら北西から南東に舌状に延びて沖積面下へ没している。

高位段丘は第四期更新世に噴出した淡紅色を呈する浮石凝灰岩（柳沢凝灰岩）を主体とした堆積物で構

成される。沖積地との漸移付近は礫・砂などの河岸段丘堆積物から成り、尾花沢－肘折テフラ層をはさ

むところもある。 

遺跡はこのような江合川右岸の高位段丘の南東端に立地している。標高は約 43～45ｍ、沖積地との

比高は約10～12ｍある（第4図）。 

本遺跡はこれまで地形的条件から、東限と北限は段丘崖まで、南限は小館地区の南側に東から入り込

む沢まで、一方、西限は地形的に把握するのは不明瞭であるが、これに遺物の散布状況等を考慮して東

西約800ｍ、南北約1000ｍを遺跡の範囲と考えていた。そして、このなかでも官衙政庁跡が確認された

北東部の城内地区ほかは、平成6年に国指定史跡に認定され、名生館官衙遺跡として登録されている。 

しかし、その後行なわれた本遺跡の確認調査（天野：1999）や本遺跡の西から南に位置する上代遺跡

の発掘調査（菅原：1997）の成果などから、遺跡はさらに南方と西方に延びることが確認された。した

がって古代の名生館遺跡周辺は、本遺跡と伏見廃寺跡、上代遺跡、高幌遺跡がたがいに接し（第1図）、

相互に密接に関わっていたとみられるようになった。 

 

Ⅱ．名生館官衙遺跡、名生城跡の調査成果 

遺跡からは古代の土器や瓦が出土している。このうち瓦の分布状況は、城内地区と小館地区南東部の

2箇所に集中する。両地点から出土する瓦は文様や製作技法に違いがみられ、城内地区の瓦は多賀城創

建より古い山田寺系単弁蓮花文軒丸瓦、ロクロ挽き重弧文軒平瓦であるのに対し、小館地区南東部の瓦

は多賀城創建期の重弁蓮花文軒丸瓦である。また、本遺跡から南約1㎞にある「伏見」という地名が「和

名類聚抄」の玉造郡俯見郷とみられることから、名生館遺跡周辺が古代に玉造郡に属していたと考えら

れている。 

以上のことから本遺跡は「天平の五 」である玉造 の有力な擬定地と考えられ、遺跡北東部は昭 
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和55年から宮城県多賀城跡調査研究所が6年間調査を行ない、その後昭和62年からは古川市教育委員

会が発掘調査を引き継いで現在も継続中である（宮城県多賀城跡調査研究所：1981～1986、古川市教育

委員会：1987～）。 

これまでの調査の結果、本遺跡は7世紀後葉～9世紀代の官衙跡で、大別Ⅳ期に分けて遺構変遷が考

えられている（鈴木：1991）。政庁は第Ⅱ期（7世紀末～8世紀初頭）が城内地区、第Ⅲ期（8世紀前半

～後半）は小館地区南東部、第Ⅳ期（8世紀後半から9世紀）は小館地区西部へと、時期ごとに遺跡内

を移動していることがわかった。 

政庁の構造は第Ⅱ期と第Ⅳ期が明らかとなっている。前者は北辺中央部に 7×5 間の四面廂付き瓦葺

建物である正殿を置き、西辺に梁行2間、桁行10間と8間の長屋を南北に並べ、これらの建物に取付

く掘立柱塀が東西半町、南北半町強の範囲を囲んでいる。正殿東には3×2間の東西棟を置くが、前面

は広場としている。第Ⅳ期政庁は半町四方を回廊で囲み、南辺中央に四脚門を、その北に目隠塀を置い

ている。内部は広場を囲んで正殿、脇殿が「品」字型に配されており、1度建替えられている。建物規

模・構造は正殿が4×2間の側柱建物、西脇殿が5×2間の総柱建物である。 

本遺跡の性格は明確な外郭区面施設をもたないこと、第Ⅱ期政庁の構造が広島県下本谷遺跡（備後国

三次郡家）に類似することなどから城 ではなく、第Ⅱ期官衙は和銅6年（713）に建郡された丹取郡

家および前身の評家、第Ⅲ・Ⅳ期官衙は神亀5年（728）前後に成立した玉造郡の郡家と考えられてい

る。そして、第Ⅰ期の創建や第Ⅱ期・第Ⅲ期官衙の造営にあたっては、関東地方や陸奥南部からの移民

が大きくかかわっていたと考えられている（進藤：1990、高橋・村田：1996）。 

名生館遺跡は室町・戦国時代に奥州探題大崎氏の居城、「名生城」が築かれた場所でもある。城の規

模や構造などの詳細は不明だが、随所に土塁や堀跡などが認められるほか、「大崎」「名生館」「城内」

「小館」などの字名や「北館」「内館」「大館」「二の構」などの地名に当時の名残りをとどめている。

これまでの調査で、城内の各所から堀跡や溝跡、掘立柱列跡などが、内館地区からは名生城期とみられ

る多量の炭化米が検出されている。肝心の建物については不明であったが、古川市教育委員会による昨

年度と今年度の調査で城内地区南部から大型の総柱建物跡（9×5 間）が検出されており、名生城内の

主要施設についても少しずつわかるようになってきた（佐藤・大谷：1999）。 

 

Ⅲ．遺跡周辺の歴史的環境（第 1図） 

ここでは、発掘調査によってある程度様相が明らかとなってきた、7 世紀～8 世紀前半の本遺跡周辺

の様子について述べる。これはまさに、名生館が官衙（評家→郡家）として機能していた時代（第Ⅰ期

～第Ⅲ期）にあたる。 

6世紀後半以降、大崎平野の周縁部では群集墳や横穴墓が次々と造られる。これら墳墓造営のピーク

は7世紀中葉とみられ、これに少し遅れて7世紀後葉には大崎平野の一部（おそらく西から南の地域）

に建評が行われた。8世紀前葉になるとこれを踏まえて大崎地方一帯に建郡が行われる。黒川以北十郡

の成立である。各郡には郡家が置かれたが、これに加えて本地域の律令制支配を特徴づける城 も各

地に造営・整備された（天平の五 ）。城 は一つの郡又は複数の郡を管轄する施設で、長官で 
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ある城司には国司四等官・史生、鎮官などの中央派遣官が任命された（今泉：1992）。これらの郡家や

城 には付属寺院が伴うものがある。大崎平野北縁の丘陵は多くの城 官衙が造られており、車で 10

分も移動すれば次に至ってしまう、日本でも例をみない官衙密集地帯である。こうした建郡、官衙造営・

大改修に密接にかかわったのが、陸奥南部や関東地方からの移民である。大量の人の動きによって、土

器や住居形態、墳墓構造、地名などがもたらされた。 

名生館遺跡周辺の7世紀から8世紀前半の遺跡をみると、墳墓で時期の明らかなものは江合川をはさ

んだ反対側（左岸）の丘陵に認められる。群集墳は日光山古墳群や塚原古墳群があり、横穴式石室の玄

室平面形は胴張りである。横穴墓は川北横穴墓群や小野横穴墓群がある。川北横穴墓群は宮城県内でも

有数の規模をもち、数百基を超えると考えられている。小野横穴墓群は朽木橋・羽黒・白山・小高・岩

崎・馬籠の6支群からなり、朽木橋支群では玄室が複室構造となるものや、玄室平面形の類例が関東地

方に求められるものがある（古川：1996）。このほか、新谷地北遺跡から8世紀前半から10世紀前半以

降にかけて造られた木棺墓が100基検出されており、墓域はさらに調査区の南北に拡がると考えられる

（木皿・早川：1992）。 

城 官衙とその関連遺跡としては、まず本遺跡の南1㎞にある伏見廃寺があげられる。金堂跡とみら

れる乱石積み基壇が確認され、周辺からは名生館遺跡第Ⅱ期郡庁院と同笵、同類の瓦や多賀城跡政庁第

Ⅰ期の瓦が多数出土しており、名生館官衙の付属寺院と考えられる（佐々木：1971、進藤：1990）。ま

た、本遺跡の南西 4 ㎞には色麻 跡推定地の城生 跡と付属寺院の菜切谷廃寺跡があり、そのさらに

西には賀美郡家跡の東山遺跡がある。 

江合川を越えた東方5㎞には、城 でも最大級の規模をもつ宮沢遺跡（玉造 跡推定地）があり、南

東に隣接する三輪田遺跡は付属寺院跡と考えられている。さらに東の小丘陵と裾部には権現山遺跡があ

る。外郭は三辺に大溝と を巡らし、南は東流する川に接続する環濠集落とみられ、内部は掘立柱建

物を主体とし、それらがブロック毎に や溝で区画されている。開始時期は 7 世紀後葉以降で、宮沢

や三輪田の創建に先行することから、その造営にかかわる集落とみられる。 

名生館と宮沢のほぼ中間からも、築地を巡らす官衙跡が確認されている（杉の下・小寺遺跡）。昨年

度の調査では、遺跡南東端付近から大型の瓦葺き総柱建物を含む複数の建物跡が検出されている。年代

は8世紀前半代に遡る可能性がある。さらに杉の下の南東1㎞に位置する南小林遺跡でも多賀城創建前

の瓦葺き総柱建物跡が検出されている（古川市教育委員会：2000）。こうした城 官衙の立地をみると、

7世紀代に創建された名生館や南小林が段丘や自然堤防に立地するのに対し、8世紀以降の創建とみら

れるものの多くが丘陵やその末端に立地することから、創建時期による官衙立地の傾向性が指摘できる。 

大崎地方における関東系土師器を出土する遺跡数のピークは7世紀後葉から8世紀前半である。名生

館周辺でも、本遺跡はもちろん集落跡の上代遺跡、墳墓の日光山・塚原古墳群、川北・小野横穴墓群・

新谷地北遺跡、官衙跡の南小林遺跡や宮沢遺跡、宮沢の付属寺院である三輪田遺跡、両者の造営にかか

わったとみられる権現山遺跡などから出土している。権現山では7世紀後葉から8世紀前葉の土師器の

うち、約7割が関東系土師器であるとの指摘がある（高橋・村田：1996）。いかに大量の人々 

 4



の移住が行われたかが想像されよう。 

関東系土師器の出土地は墳墓を除くと官衙・寺院やその周辺であること・大崎地方のピーク期が

官衙・寺院の造営や改修期（＝建評・建郡期）であることを考えると、関東からの移民はこれらに

深く関与していたと考えられる（村田：1995）。最近ではこれらの移民について、関東系土師器と

墳墓（群集墳の石室構造 横穴墓の玄室形態）、双方の系譜を追うことによってその出自が明らか

になりつつある（古川：1996）。 

8 世紀前半の多賀城創建期は、大崎地方の各所に窯が営まれる。ここで生産された瓦や須恵器は

多賀城はもとより黒川以北十郡の城 官衙・寺院・墳墓・一部の集落へ供給されている。多賀城を

頂点とした窯業生産品の供給ネットワークが構築・整備されるのである。名生館遺跡の南 10 ㎞に

ある日の出山窯跡群はそれが最も整備され、供給量がアップした段階、東 2㎞にある大吉山窯跡は

最後の段階の窯跡である。 

このように大崎平野は、7 世紀後葉から 8 世紀前半の城 官衙跡、寺院跡、生産遺跡が多く認め

られる。多賀城創建前、北へ約 40 ㎞離れた大崎平野に律令国家の支配拠点を置き、ある程度の安

定をみた 8世紀前葉に郡を再編成し、それらを管轄する城 を設置した。多賀城の創建はこうした

大崎地方の拠点施設の創建・大改修の時期に一致する。官衙創建が大崎地方における城 官衙のな

かでも最も早い段階に位置付けられる名生館遺跡は、当地域における律令制支配の成立と浸透過程

を知る上できわめて重要な遺跡といえる。 

 

 

第二章 調査の経過と調査方法 

 

Ⅰ．調査に至る過程 

平成 8 年度に宮城県農政部農地整備課から古川市東大崎地区県営ほ場整備事業の計画が持ち上がっ

た。ほ場整備事業の対象となる東大崎地区・名生北館地区ほかは、当時、遺跡としては登録されていな

かったが、国指定史跡名生館官衙遺跡や中世の大崎氏の居城跡である名生城跡と隣接する地域であるた

め、これらに伴う遺構が引き続き存在することが予想された。そこで、ほ場整備事業に先立ち文化財保

護課が平成 8年 11 月 12 日～29 日に遺跡の範囲、遺物の有無、そして現田面から遺構面までの深さな

どを調べる試掘調査を行ない、事業計画に反映させるとともに、事前調査の作業量を算出する基礎資料

を得た（天野：1999）。 

試掘調査の結果、沢や湿地を除くほ場整備対象地域のほぼ全域で遺構が確認され、本遺跡南側の上代

遺跡や南西の高幌遺跡と一連のものと認識されるに至った。遺構の密度は遺跡東側の東大崎駅付近や南

西部の高幌遺跡付近が比較的濃い傾向にあったものの、全体的に密度が薄い。しかし、連続して遺構が

認められることから全体的には相当数の遺構が存在しているものと予想された。 

遺構の種類は掘立柱建物跡・竪穴住居跡・竪穴遺構・井戸跡・土壙・溝跡・堀跡などであり、このう

ち溝跡、土壙は全域で認められるが、掘立柱建物跡、竪穴住居跡は北側の段丘付近や東大崎駅付近 
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に多く分布する傾向が認められた。 

また、道路・水路部分の調査に直接は関係ないが、東大崎駅から西へ約200ｍ地点の農道、用水路に

近世の窯跡に伴うものと思われる焼台と、陶器片が多数散乱していた。詳細は不明であるが、「大崎窯

跡」と考えられた。 

上述の成果を基に農地整備課と文化財保護課が話合いを行なった結果、田面はすべて1ｍ以下の盛土

工法で対応し、水路と道路部分が調査対象となった。このうち水路は遺構面まで掘削が及ぶため事前調

査を行なうが、道路部分は未舗装で削平も遺構面に及ばないことから基本的に遺構確認に留めることと

なった。また、窯跡については位置や規模を確認する調査を行なうこととなった。 

調査対象地域は調査着手順に第Ⅰ工区～第Ⅲ工区に区分され、調査期間は各工区1年の計3年と積算

された。第1次調査は第Ⅰ工区（Ａ～Ｋ区）を対象に平成10年 10 月 19 日～12月 18 日に行なった。

今年度の第2次調査は第Ⅱ工区（Ｌ～Ｏ区）を対象に平成11年 10 月 4日～12 月 13 日に行なったが、

東大崎駅付近は遺構が多く、当初予定していた面積の約1/4を調査するに終わった。そこで第2次調査

終了後の12月20日に改めて農地整備課と文化財保護課の間で今後の調査の進め方について協議が行な

※ほ場整備工事開始

われた（第1表）。 

時期 

（平成11年 8月～） 

 

．第 1次調査の成果 

第Ⅰ工区（Ａ～Ｋ区）を対象とし、旧石器時代～中近世の遺構・遺物が発

見

点が出土した。このうちＳＸI00 旧石器集中地点から出土した荒屋型彫刻刀形石器

は

第I工区：平成11年度

第Ⅱ工区：平成12年度（平成12年 8月～） 

第Ⅲ工区：平成13年度以降 

Ⅱ

第1次調査は遺跡北西部の

された。時代ごとにみてみる（第2図）。 

① 旧石器時代 

Ａ－1 区で石器 7

、県内で2遺跡目の出土例である。 
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② 縄文・弥生時代 

Ａ－2区で弥生時代天王山式期の竪穴住居跡を確認した。当該期の住居跡は県内で5例目となる。ま

た、Ｈ区では縄文晩期～弥生時代の粘土採掘坑が確認された。 

③ 古墳時代 

Ａ区で円形周溝跡・土壙墓・土器埋設遺構、Ｂ・Ｄ区で粘土採掘坑を検出した。円形周溝跡は古墳と

みられ、遺跡北西端部は5世紀代の墓域であることがわかった。このうちＡ－1区では南小泉式期の土

器埋設遺構が集中して確認され、赤彩土器が出土していることからこの付近で祭祀が行なわれたことが

明らかとなった。 

④ 奈良・平安時代 

掘立柱建物跡、溝跡、合口甕棺墓、粘土採掘坑などを検出した。Ｋ－1区の掘立柱建物跡は柱穴1個

を確認しただけであるが、長軸142㎝、短軸118㎝の隅丸長方形の平面形を呈するもので、大型の建物

跡である可能性が高い。位置的にも名生館官衙遺跡との境界であることから、官衙遺構との関連が注目

される。Ｃ区ＳＤ224からは斎串が出土した。周辺で祭祀が行なわれた可能性がある。来年度近隣の調

査を予定しているので調査結果に注目したい。 

Ａ－1区の合口甕棺墓は9世紀代の乳幼児の甕棺とみられるが、この付近に墓域が形成されていたか

については不明である。Ｃ区で検出した粘土採掘坑は10世紀前葉以前で、白色粘土の採取を目的として

いる。その用途としては、土器製作がまず思い浮かぶが、本遺跡は 7 世紀後葉以降、カマド本体に白色粘

土を用いている竪穴住居が多いため、カマドの構築材としての需要に応じたケースも考えられる。 

⑤ 中近世 

掘立柱建物跡、溝跡、井戸跡などがある。このうちＨ区で確認したＳＤ203は名生城に伴う堀跡（第

2図堀1）である。 

 

Ⅲ．調査の方法 

今年度の調査区はＪＲ東大崎駅の西側で、遺跡の南東部にあたる。調査対象は道路・水路部分で、水

路部分は事前調査、道路部分は未舗装であり削平も遺構面に及ばないことから遺構確認に留めた。 

調査区は細長く、かつ広範囲に及ぶため、（昨年度の調査区Ａ～Ｋ区に引き続き）Ｌ区～Ｏ区に分割

し、さらに畦畔などを境にＬ－1区、Ｌ－2区などのように細分した調査区もある（第3図）。 

ところで、平成8年度の試掘調査の際、ＪＲ東大崎駅から約200ｍ西方に近世の窯道具や製品が散乱

している地点が確認された。水路・道路部分の調査に直接の係わりはないが、付近に窯跡（大崎窯跡）

の存在が予想されたため、11月19日に窯道具や製品が散乱している地点を中心にトレンチを設定し（Ａ

～Ｄトレンチ）、窯跡の位置や規模を確認する調査を行なった。なお、窯跡については本遺跡とは性格

が異なることから、大崎窯跡（遺跡記号ＰＺ）として登録した（註）。 

検出した遺構は国家座標軸を基準線として3×3ｍグリットを設定し、1/20平面図、1/20断面図を作

成した。写真記録については35㎜、6×7モノクロ・カラーリバーサル写真によって行なった。調査は

10月 4日から開始し12月 13 日に終了した。調査対象面積は約3,490 ㎡、発掘面積は約2,490 ㎡（窯

跡Ａ～Ｄ 
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トレンチの330㎡を含む）であった。 

註 本窯跡の名称については、「大崎焼」のほかに地名をとった「名生館焼」がある。『日本近世窯業史』に「大崎焼」の

名があり、これが本窯跡を指すと考えられる（藤沼：1997）ため地元の古川市教育委員会と相談の上、「大崎焼」の

名称に統一することとした。 
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第三章 発掘調査の成果 

Ⅰ．基本層序（第 4図） 

本遺跡の層序は地点により層厚が異なるものの、基本的にⅠ層：耕作土、Ⅱ層：旧表土（黒ボク土）

（註）、Ⅲ～Ⅵ：ローム層、Ⅶ：岩盤に大別される。以下、各層の特徴を記す。 

Ⅰ層：耕作土である。部分的に現代の盛土が含まれる。 

Ⅱ層：黒ボク土（旧表土）である。Ⅲ層との境界に部分的に漸移層が認められる。 

Ⅲ層：尾花沢－肘折テフラ層（肘折軽石層）で、主に遺跡北西部に認められる。 

Ⅳ層：ソフト・ローム層（10ＹＲ5/4にぶい黄褐色）。縄文時代～近世の遺構確認面。場所によ

ってしまりのない同色砂質シルト・粘土または白色粘土となる。 

Ⅴ層：ソフト・ローム層（10ＹＲ5/4にぶい黄褐色）。旧石器時代文化層。Ⅳ層よりしまりがあ

る。 

Ⅵ層：ハード・ローム層（10ＹＲ6/4 にぶい黄褐色）。下位は灰白色（10ＹＲ8/2）粘土になる

ところもある。 

Ⅶ層：凝灰岩層（10ＹＲ6/6明黄褐色）。 

今回の調査対象である遺跡南東側をみると、Ⅲ層は認められず、Ⅰ・Ⅱ・Ⅳ～Ⅶ層の層序となる。遺

構確認面となるⅣ層は場所によってしまりのない砂質シルト・粘土または灰白色粘土となっている。 

また、基本層序Ⅳ層の標高を比較してみると（第 4 図地点①～⑨）、北西端のＡ区地点①から緩やか

に南東に向かって傾斜し、ＪＲ陸羽東線付近の地点⑦から地点⑨に向かって沖積地下に没していくのが

わかる。これは遺跡が立地している高位段丘面の地形を反映したもので、今回はこの段丘と沖積地との

漸移部分にあたる調査といえる。 

註 昨年の報告書（天野：1999）に示した層序は、上述のⅠ・Ⅱ層をまとめてⅠ層としていたため本報告の層序

とは異なっている。 
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Ⅱ．発見された遺構と遺物 

今回、発見した遺構は掘立柱建物跡 66、掘立柱列跡 1、井戸跡 14、竪穴遺構 10、土壙 56、溝跡 74

などで、確認面は基本層序Ⅳ層である。出土遺物は土師器、須恵器、陶磁器、石器、石製品、木製品な

どで整理用テンバコで15箱ある。 

遺構は調査対象区域北側のＬ区から南側のＯ区まで途切れることなく分布する。特にＬ－3区、Ｎ－

1～3 区にかけては掘立柱建物跡や井戸跡、溝跡が多数検出され、竪穴遺構もこの区域に集中して認め

られる。一方、Ｌ－1区、Ｌ－2区、Ｏ区は掘立柱建物跡、井戸跡、溝跡などが認められるものの密度

は薄い。遺物はＬ－3 区、Ｎ－1 区～3 区の主として井戸跡、竪穴遺構、溝跡から出土しており、時期

的には古代が主体である。このほか中世の陶磁器が若干出土している。 

以下、Ｌ区、Ｍ区………Ｏ区の順に調査結果を記述するが、水路や道路部分の調査であるため調査区

の幅に制限があり、遺構の全容がわかるものが少ないため、調査区ごとの特徴と主要な遺構について記

述し、遺構全体の属性は第2～10表に示した。 

 

1．Ｌ区 

調査対象区域北側の調査区で、農道や水路で3区に細分される（第3図）。掘立柱建物跡22、井戸跡

3、竪穴遺構1、土壙18、溝跡15を検出した。遺構は調査区全体に認められるが、1区北側と3区が密

度が高く、その間は比較的希薄である。このうち竪穴遺構と井戸跡、比較的大きな掘方をもつ掘立柱建

物跡は南側の3区でのみ検出された。 

 

（1） 掘立柱建物跡 

22 棟確認した。調査区全体に分布するが、なかでも 3 区に比較的多く認められる。建物規模は、調

査区に制約があって全容が分かるものはないが、桁行3～4間、梁行2～3間の小型のものが多く、廂が

付くものや床束をもつものは少ない。建物方向は、①北で西に振れるもの（Ｎ－5°～28°－Ｗ ＳＢ

329～331・338・508・509）、②ほぼ真北のもの（ＳＢ333・337・507）、③北で東に振れるもの（Ｎ－7°

～22°－Ｅ ＳＢ323・324・332・334～336・339・340・506）がある。調査区ごとにみると1区は①が

目立ち、2区・3区は②・③が多いという傾向がある。柱穴は平面形が方形を基調としており長軸が30

～40 ㎝前後のが大半で、方形で長軸 50～60 ㎝のもの（ＳＢ324）や 80～90 ㎝（ＳＢ323）のものは少

ない。埋土はいずれも地山ブロックを少量含む黒色シルト～砂質シルトが主体である。 

【ＳＢ329 建物跡】（第 5図） 

1区北側で確認した東西3間以上、南北2間以上の東西棟とみられる建物跡である。 

柱穴は4箇所で検出しており、すべてで径12㎝の柱痕跡を確認している。平面規模は桁行が南側柱

列で総長4.46ｍ以上、柱間寸法は東から2.12ｍ、2.34ｍ、梁行は不明である。方向は南側柱列で測る

とＥ－5°－Ｎである。柱穴は一辺が40㎝ほどの不整な方形をなし、深さは38㎝ある。埋土は地山ブ

ロックを含む黒色シルトが主体である。 

遺物は柱穴埋土から土師器甕が微量出土している。 
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【ＳＢ330Ａ・Ｂ建物跡】（第 5図） 

1区中央で確認した南北3間、東西2間の南北棟である。Ａ建物からＢ建物へ建替えられている。Ｓ

Ｄ513・514溝跡より古い。 

Ｂ建物の柱穴は 9 箇所で検出しており、すべてで径 10～12 ㎝の柱痕跡を確認している。平面規模は

桁行が東側柱列で総長6.06ｍ、柱間寸法は北から2.14ｍ、1.70ｍ、2.22ｍ、梁行が南妻で総長3.66ｍ、

柱間寸法は東から1.92ｍ、1.74ｍある。方向は東側柱列で測るとＮ－11°－Ｗである。柱穴は長軸40

～60 ㎝×短軸 40 ㎝の方形もしくは長方形で、深さは南西隅柱で 24 ㎝ある。埋土は地山ブロックを少

量含む黒色シルトが主体である。遺物は出土していない。 

Ａ建物の柱穴は8箇所で検出している。これらをもとにすると、規模や方向はＢ建物とほぼ同じとみ

られる。 

【ＳＢ331 建物跡】（第 5図） 

1区北側で確認した南北3間、東西3間の東廂付き南北棟建物跡とみられる。ＳＫ326・490土壙より

新しい。 

身舎の柱穴は7箇所で検出しており、すべてで径10～12㎝の柱痕跡を確認している。廂の柱痕跡は

8 ㎝である。平面規模は桁行が西側柱列で総長 6.04ｍで、柱間寸法は北から 2.10ｍ、1.90ｍ、2.04ｍ

である。梁行が北妻で総長4.24ｍ、柱間寸法は東から2.00ｍ、2.24ｍ、廂の出は2.20ｍである。方向

は西側柱列で測るとＮ－11°－Ｗである。柱穴は身舎が長軸40～60㎝×短軸40㎝の方形もしくは長方

形、廂が一辺30㎝の不整方形、深さは身舎が北東隅柱で43㎝、廂が20㎝ある。埋土は地山ブロック

を少量含む黒色シルトが主体である。 

遺物は柱穴埋土から非ロクロ調整の土師器坏・甕が微量出土している。 

【ＳＢ332 建物跡】（第 5図） 

1区北側で確認した南北2間、東西2間以上の建物跡である。 

柱穴は4箇所で検出しており、すべてで径10㎝の柱痕跡を確認している。平面規模は南側柱列が総

長1.88ｍ以上、東側柱列で総長4.20ｍ、柱間寸法は北から2.04ｍ、2.16ｍである。方向は東側柱列で

測るとＮ－7°－Ｅである。柱穴は一辺40㎝の不整な方形で、深さは南東隅柱で36㎝ある。埋土は地

山ブロックを少量含む黒色シルトが主体である。 

遺物は柱穴埋土から非ロクロ調整の土師器甕が微量出土している。 

【ＳＢ333 建物跡】（第 5図） 

1区南側で確認した南北2間以上、東西1間以上の建物跡である。 

柱穴は4箇所で検出しており、すべてで径10㎝の柱痕跡を確認している。平面規模は東側柱列で総

長2.82ｍ以上、柱間寸法は北から1.30ｍ、1.52ｍ、南側柱列が総長1.36ｍ以上である。方向は東側柱

列で測るとＮ－2°－Ｅである。柱穴は径20～30㎝の不整な円形で、深さは南東隅柱で18㎝ある。埋

土は黒色シルトが主体で地山ブロックを少量含む。出土遺物はない。 

 12



 

 13 13



【ＳＢ334Ａ・Ｂ建物跡】（第 5図） 

2区北側で確認した東西3間以上、南北2間の東西棟建物跡である。Ａ建物からＢ建物へ建替えられ

ている。 

柱穴は6箇所で検出しており、すべてで径12㎝の柱痕跡を確認している。平面規模は桁行が北側柱

列で総長4.02ｍ以上、柱間寸法は西から1.96ｍ、2.06ｍ、梁行が西妻で総長4.22ｍ、柱間寸法は北か

ら1.92ｍ、2.30ｍである。方向は西側柱列で測るとＮ－11°－Ｗである。柱穴は長軸35～40㎝×短軸

30㎝の不整方形を呈し、深さは北西隅柱で38㎝である。埋土は地山ブロックを含む黒色シルトが主体

である。 

遺物は柱穴埋土から非ロクロ調整の土師器甕、須恵器甕が微量出土している。 

Ａ建物の柱穴は4箇所で検出している。これらをもとにすると、規模や方向はＢ建物とほぼ同じとみ

られる。 

【ＳＢ335 建物跡】（第 5図） 

2区南側で確認した南北4間以上、東西2間以上の南北棟建物跡である。ＳＢ337建物跡より新しい。

ＳＢ336建物跡とは東側柱列の筋がほぼ揃う。 

柱穴は6箇所で検出しており、すべてで径10㎝の柱痕跡を確認している。平面規模は桁行が東側柱

列で総長7.22ｍ以上、柱間寸法は北から2.04ｍ、1.92ｍ、1.62ｍ、1.64ｍである。梁行が南妻で総長

1.40ｍ以上である。方向は東側柱列で測るとＮ－11°－Ｅである。柱穴は一辺35㎝前後の方形で、深

さは東側柱列の北端で62㎝ある。埋土は黒色シルトが主体で地山ブロックを含む。 

遺物は柱穴埋土から土師器甕が微量出土している。 

【ＳＢ336 建物跡】（第 5図） 

2区南側で確認した南北4間、東西2間以上の南北棟建物跡である。ＳＫ496土壙より古い。ＳＢ335

建物跡とは東側柱列の筋がほぼ揃う。 

柱穴は7箇所で検出しており、すべてで径10～12㎝の柱痕跡を確認している。平面規模は桁行が東

側柱列で総長6.42ｍ、柱間寸法は北から1.58ｍ、1.64ｍ、1.60ｍ、1.60ｍである。梁行は南妻で総長

1.60ｍ以上である。方向は東側柱列で測るとＮ－9°－Ｅである。柱穴は一辺35㎝前後の方形で、深さ

は北東隅柱で33㎝ある。埋土は地山ブロックを含む黒色シルトが主体である。遺物は出土していない。 

【ＳＢ337 建物跡】（第 5図） 

2区中央で確認した東西2間以上、南北2間の総柱建物跡とみられる。ＳＢ335建物跡より古い。 

柱穴は7箇所で検出しており、すべてで径10㎝の柱痕跡を確認している。平面規模は入側柱列で総

長3.24ｍ、柱間寸法は北から1.60ｍ、1.64ｍである。南側柱列は総長2.06ｍ以上ある。方向は東側柱

列で測るとＮ－1°－Ｗである。柱穴は径20～30㎝の不整円形で、深さは入側柱列南端で19㎝ある。

埋土は地山ブロックを含む黒色シルトが主体である。遺物は出土していない。 

【ＳＢ323 建物跡】（第 6・7図）  

3区北側で確認した東西 3間以上、南北 3間とみられる床束をもつ東西棟建物跡である。ＳＤ315溝
跡より古い。 
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柱穴は5箇所、床束柱穴は5箇所で検出しており、このうち柱穴は5箇所、束柱穴は4箇所でそれぞ

れ径 25 ㎝、径 12 ㎝の柱痕跡を確認している。平面規模は桁行が北側柱列で総長 4.86ｍ以上、柱間寸

法は東から2.52ｍ、2.34ｍである。梁行は総長5.60ｍで、柱間寸法は束柱の位置から復元して北から

1.60ｍ、1.50ｍ、2.00ｍである。方向は北側柱列で測るとＥ－14°－Ｓである。柱穴は長軸85㎝前後

×短軸70㎝の方形、束柱穴が30㎝前後の方形である。深さは前者が36㎝、後者は15㎝ある。埋土は

黒色シルトが主体で地山ブロックを含む。 

遺物は柱穴埋土から土師器と須恵器の甕が微量出土している。 

【ＳＢ324 建物跡】（第 6・7図） 

3 区中央で確認した南北 3 間、東西 2 間以上の建物跡である。東廂付き南北棟とみられる。ＳＤ

315・316 溝跡より古い。 

柱穴は 7 箇所で検出しており、このうち 5 箇所で径 15 ㎝の柱痕跡を確認している。平面規模は桁

行が東側柱列で総長4.80ｍ、柱間寸法は北から2.60、2.20、2.00ｍである。梁行は1.80ｍ以上であ

る。方向は東側柱列で測るとＮ－22°－Ｅである。柱穴は一辺が 50～65 ㎝の不整方形である。深さ

は南東隅柱で53㎝ある。埋土は黒色シルトが主体で地山ブロックを含む。 

遺物は柱穴埋土から須恵器甕が微量出土している。 

 

（2） 井戸跡 

3区北端で2基、南端で1基確認した。井戸側をもつもの（ＳＥ311・312）ともたないもの（ＳＥ321）

がある。 

【ＳＥ311 井戸跡】（第 8図） 

3 区北端で確認した。掘方を掘り、刳抜きの側を据えた井戸跡であるが、側上部は抜取られている。

掘方は一辺1.2ｍほどの隅丸方形で、深さは1.90ｍある。抜取り穴は長軸1.10ｍ、短軸0.75ｍの楕円

形である。側は一本の木を刳抜いたもので底面から70㎝ほど残存している。内径は底面付近で46㎝、

上部で56㎝とやや広がっている。 

掘方の断固形は逆凸形をする。途中の平坦部は井戸構築時の足場と考えられる。堆積土は 3層に大別
できる。第 1層（1・2）は井戸側抜取り後の自然堆積土で、2は灰白色火山灰の再堆積層である。第 2
層（3・4）は黒色シルト主体の井戸側内堆積土で、4は機能時の自然堆積土、3は廃絶後の自 
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然堆積土、第3層（5）は掘方埋土である。 

遺物は掘方埋土から非ロクロ調整の土師器甕が微量出土している。3・4 層からは非ロクロ調整の土

師器坏・甕、須恵器坏・甕が少量出土している。土師器坏は有段丸底で、須恵器坏の底部調整は静止糸

切りののち回転ヘラケズリや手持ちヘラケズリ（第9図1）があるほか、ヘラ切り無調整で皿形のもの

がある。第1層からはロクロ調整の土師器甕が出土した。 

【ＳＥ312 井戸跡】（第 8図） 

3 区北端、ＳＥ311 井戸跡の東で確認した。掘方を掘り、刳抜きの側を据えた井戸跡であるが、側自

体は抜取られ、掘方の途中に設けられた、側を押さえた板（樹種：クリ）が残っていた。掘方は径2.50

ｍ前後の円形で、深さは1.60ｍ以上ある。抜取り穴は径2.60ｍの円形である。側の押さえ板の内側が

円形になっており、側の径は50㎝とみられる。 

掘方の断面形は上部が階段状になっているが、これは井戸構築時の足場と考えられる。堆積土は 2

層に大別できる。第1層は側抜取り後の側内部（2）と抜取り穴（1）の人為的埋土、第2層（3・4）は

掘方埋土である。 

遺物は掘方埋土から非ロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器坏が微量出土している。土師器坏は有段丸

底で、須恵器坏は手持ちヘラケズリ調整が施されている。第1層からは非ロクロ調整の土師器坏は・甕、

須恵器高台坏が微量出土している。 

【ＳＥ321井戸跡】（第8図） 

3区南端で確認した素掘りの井戸跡である。掘方は径85㎝ほどの円形とみられ、深さは64㎝以上あ 
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る。断面形はロート状である。廃絶後の堆積土は黒色シルト主体で、自然堆積とみられる。 

遺物は堆積土から非ロクロ調整の土師器坏・椀・甕、須恵器甕が少量出土している。土師器椀（第 9
図 2）は銅椀を模倣したもので、底部は丸底気味の平底である。両面ともミガキが施され、内面は黒色
処理されている。 

 
（3）竪穴遺構 

一辺が2ｍ以上で、平面形が方形を基調とし、壁が急に立上るものを竪穴遺構とした。 

【ＳＸ320 竪穴遺構】（第 6・10 図） 

3区南側で確認した。ＳＤ504溝跡より新しく、ＳＤ325溝跡より古い。 

南北3.20ｍ、東西2.80ｍ以上あり、平面形は方形とみられる。底面は北壁付近が10㎝ほど階段状に

高くなるが、全体的にはほぼ平坦である。壁は北壁はオーバーハング気味に、南壁は急に立上り、深さ

は北壁で40㎝ある。方向は北辺でみるとＥ－19°－Ｓである。堆積土は2層に大別できる。第1層（1

～3）は黒褐色シルト主体の自然堆積土、第2層（4）は地山ブロックを多量に含む人為堆積土で、本遺

構は廃絶後すぐに埋戻されたと考えられる。 

遺物は第 1層から出土している。下層（3）からは非ロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器甕が少量出

土している。土師器坏は有段丸底である。上層（1～2）からは非ロクロ調整の土師器坏・高坏・甕、須

恵器甕が少量出土している。 

 

（4） 土壙 

Ｌ区全体で 18 基確認した。1 区に比較的多く認められるものの、特に偏在する傾向はない。規模は

長軸が①1.00ｍ以下のもの（ＳＫ489・492・501）、②1.00～2.00ｍのもの（ＳＫ313・314・322・326

～328・490・491・493～495・497）、③2.00ｍ以上のもの（ＳＫ319・488）があり、2.00ｍ以下の小規

模のものが2/3を占める。 

平面形は不整円形、不整方形のものが多く、断面形はいずれも壁がゆるやかに立上がる皿状のもので

ある。深さは最も深いもので50㎝で、ほとんどが20㎝以下の浅いものである。堆積土はいずれも黒色

シルトを主体とした自然堆積土である。 
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遺物はＳＫ313・314・326・328 の堆積土から、非ロクロ調整の土師器などが微量出土している。ま

た、ＳＫ327の堆積土からは、ロクロ調整の土師器坏・高台坏・甕、非ロクロ調整の土師器、須恵器高

台坏・甕が少量出土している。 

【ＳＫ319 土壙】（第 6・10 図） 

3区南東端で確認された。ＳＢ507建物跡より新しい。 

南北 3.30ｍ、東西 3.00ｍ以上あり、平面形は不整円形とみられる。底面はほぼ平坦で、壁はゆるや

かに立上がり、断面形は皿状を呈する。深さは北壁で40㎝ある。堆積土は地山ブロックを少量含む黒

色シルトを主体とした自然堆積土である。 

遺物は堆積土から非ロクロ調整の土師器坏、甕が微量出土している。坏は有段丸底である。 

 

（5） 溝跡 

15 条確認した。1 区中央と 3 区に認められる。規模は上幅が 1ｍ以下の小規模なものが大半で、1ｍ

以上のものは 3区のＳＤ316・504 の 2 条だけである。深さは最も深いもので 60 ㎝（ＳＤ325）あり、

30㎝前後のものが多い。断面形は浅い皿状のものが多いが、ＳＤ325はほぼ垂直に立上るＵ字形である。

方向は1区ＳＤ513・514が平行してほぼ東西方向に延びること、ＳＤ325がやや湾曲しながらもほぼ南

北方向にＭ区まで延びていく以外は特徴や規則性は認められない。 

遺物はＳＤ315・316の堆積土から非ロクロ調整の土師器甕などが微量出土している。 

なお、ＳＤ325の詳細はＭ区で記述する。 

 

2．Ｍ区 

調査対象地域ほぼ中央に位置する東西方向の調査区である（第3図）。掘立柱建物跡4、竪穴遺構1、

土壙 5、溝跡 10 などを確認した。遺構は調査区全体に分布しているが、西端は比較的密度が希薄で、

逆に東端のＮ－1区と接する付近から密度が濃くなっていく。 

 

（1） 掘立柱建物跡 

4 棟確認した。調査区中央と東端に認められる。方向は真北を向くか東に振れる。ＳＢ412 建物跡は

Ｎ－1区で記述する。 
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【ＳＢ444 建物跡】（第 11・12 図） 

調査区東端で確認した東西2間、南北2間の総柱建物跡とみられる。ＳＤ305溝跡より古い。 

柱穴は8箇所で検出しており、7箇所で径20㎝ほどの柱痕跡、2箇所で柱抜取穴を確認している。平

面規模は東西・南北とも総長2.80ｍ、柱間寸法は1.40ｍ等間である。方向は東側柱列で測るとほぼ真

北を向く。柱穴は長軸50㎝前後の方形で、深さは南東隅柱で60㎝ある。埋土は地山ブロックを少量含

む黒色シルトが主体である。遺物は出土していない。 

【ＳＢ445 建物跡】（第 11・12 図） 

調査区西側で確認した南北3間以上、東西2間の南北棟建物跡である。 

柱穴は6箇所で検出しており、すべてで径25㎝ほどの柱痕跡を確認している。平面規模は桁行が西

側柱列で総長4.44ｍ以上、柱間寸法は南から2.34ｍ、2.10ｍ、梁行は南妻で総長5.20ｍ、柱間寸法は

西から2.80ｍ、2.40ｍである。建物の方向は西側柱列で測るとＮ－9°－Ｅである。柱穴は長軸1.1ｍ

前後×短軸 0.8ｍ前後の隅丸長方形で、深さは南東隅柱で 28 ㎝ある。埋土は地山ブロックを少量含む

黒色シルトが主体である。 

遺物は柱穴埋土から非ロクロ調整の土師器坏・甕が微量出土している。 

【ＳＢ446 建物跡】（第 11・12 図） 

調査区中央で確認した東西4間以上、南北2間以上の東西棟建物跡である。 

柱穴は6箇所で検出しており、すべてで径10㎝ほどの柱痕跡を確認している。平面規模は桁行が南

側柱列で総長6.51ｍ以上、柱間寸法は西から1.50ｍ、1.66ｍ、3.35ｍ（2間分）、梁行は西側柱列で総

長3.24ｍ以上、柱間寸法は南から1.56ｍ、1.68ｍである。方向は西側柱列で測るとＮ－2°－Ｅである。

柱穴は径20～40㎝の不整円形で、深さは南西隅柱で20㎝ある。埋土は地山ブロックを少量含む黒色シ

ルトが主体である。 

遺物は柱穴埋土から非ロクロ調整の土師器甕が微量出土している。 

 
（2） 竪穴遺構 

【ＳＸ303 竪穴遺構】（第 11図） 

調査区西側で確認した。北東隅の一部を検出したに過ぎないため規模は不明だが、平面形は隅丸方形

とみられる。底面はほぼ平坦で、甕は比較的急に立上る。深さは北壁で28㎝ある。方向は北辺で見 
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ると真東を向く。堆積土は地山粒を少量含む黒褐色砂質シルトが主体だが、底面付近は厚さ1㎝前後の

薄い粘土層が認められる。 

遺物は底面から皿形で、ヘラ切り無調整の須恵器坏が出土している（第13図3）。口縁部の内外面に

漆が付着している。堆積土からは非ロクロ調整の土師器甕、須恵器甕が微量出土している。 

 

（3） 土壙 

調査区中央と東端で5基確認した。長軸が2.00ｍ以上のもの（ＳＫ301・302）と 1.00ｍ前後のもの

（ＳＫ304・306・485）がある。平面形は不整円形、不整隅丸長方形である。断面形は壁がゆるやかに

立上る皿状のもので、ＳＫ302は途中に段が付く。深さはいずれも40㎝未満である。 

【ＳＫ301 土壙】（第 11図） 

調査区西側で確認した。ＳＫ302土壙との新旧関係は不明である。 

長軸3.20ｍ×短軸3.00ｍの不整円形である。底面はほぼ平坦で、断面は壁がゆるやかに立上る。深

さは東壁で26㎝ある。堆積土は黒褐色シルト主体の自然堆積土である。 

遺物は堆積土から非ロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器坏・蓋・甕が出土している土師器坏は有段丸

底で、須恵器坏は回転ヘラケズリが施されている。 

【ＳＫ302 土壙】（第 11図） 

調査区西側で確認した。ＳＫ301土壙との新旧関係は不明である。 

長軸2.40ｍ×短軸1.90ｍの不整円形である。底面は中央がややくぼむがほぼ平坦である。壁は底か

ら比較的急に立上るが、上部は傾斜が変わってゆるやかになる。深さは36 ㎝ある。堆積土は底面付近

は地山ブロックを少量含むが、全体に黒色シルトが主体で自然堆積土とみられる。 

遺物は堆積土から非ロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器坏・高盤・蓋・壷が出土している。土師器坏

は無段で底部は平底に近い。須恵器坏は逆台形でヘラ切り無調整（第 13 図 1）のほか、回転糸切りが

ある。高盤は身が浅く、端部が折れて縁帯状になる（第13図2）。 

 

（4） 溝跡 

10条確認した。調査区全体に散在している。規模は上幅が50㎝以下の小規模なものがほとんどで、100

㎝を超えるのはＳＤ482・484である。深さはＳＤ325が60㎝を測る以外は40㎝以下である。後者の断 
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面形は浅皿状のものがほとんどである。方向は円形のＳＤ483 を除くと、①ほぼ真北方向（ＳＤ325・

486）、②ほぼ東西方向（ＳＤ482・487・510）、③北で東に振れる（Ｎ－25°～35°－Ｅ ＳＤ307・484）、

④東で南に振れる（Ｅ－20°～35°－Ｓ ＳＤ305・308）、⑤東で北に振れる（Ｅ－17°－Ｎ ＳＤ309）

とに分けられる。 

遺物はＳＤ305堆積土から非ロクロ調整土師器坏・甕、須恵器坏・蓋・甕が少量出土している。須恵

器坏はヘラ切り無調整がある。ＳＤ307堆積土からは非ロクロ調整土師器坏・甕、須恵器坏・甕が微量

出土している。土師器坏は有段丸底である。ＳＤ308堆積土からは非ロクロ調整土師器坏・甕、須恵器

甕が微量出土している。 

【ＳＤ309 溝跡】（第 11図） 

調査区南端のＮ－1 区と接する部分で検出した東西溝跡で、長さ約 5ｍ分を確認した。ＳＢ412 建物

跡より新しい。上幅40㎝前後、下幅25㎝前後、深さ20㎝ある。方向は、Ｅ－17°－Ｎである。底面

は平坦で、断面形は壁が急に立上るＵ字形である。堆積土は地山ブロックを多量に含む黒褐色粘土質シ

ルトで、人為堆積土と考えられる。 

堆積土から非ロクロ調整土師器坏・甕、須恵器坏・蓋・甕が少量出土している。須恵器坏には回転ヘ

ラケズリやヘラ切り無調整がある。 

【ＳＤ325 溝跡】（第 11・14 図） 

Ｌ－3区からＭ区にまたがる南北溝跡で 38ｍ分を検出した。ＳＸ320竪穴
遺構、ＳＫ322 土壙より新しく、ＳＤ315 より古い。上幅 40～50 ㎝、下幅
20～26㎝、深さはＭ区北壁で 72㎝ある。方向は蛇行しているが、おおよそ
Ｎ－5°－Ｅである。底面は平坦で、断面形は壁が急に立上り上部がやや開
くＵ字形である。堆積土は地山ブロックを多量に含む黒褐色粘土質シルトで、

人為堆積土と考えられる。遺物は出土していない。 

 
3．Ｎ区 

調査対象地域のほぼ中央に位置し、民家を囲むように「逆ユの字」形になる調査区である。民家から

みて北辺をＮ－1 区、西辺をＮ－2 区、南辺をＮ－3 区とした。これらの調査区は農道や用水路によっ

て分断されており、また2つ以上の調査区にまたがって検出された遺構がないことから、Ｎ－1区から

順に記述する。 

 

Ｎ－1区 

民家から見て北側の調査区である。掘立柱建物跡11、竪穴遺構3、土壙3、溝跡8を確認した。これ

らの遺構は調査区全体に分布し、密度も濃い。とくに中央から東側に掘立柱建物跡が集中する。遺物は

竪穴遺構を中心に土師器、須恵器、瓦などが出土しており、時期的には古代のものがほとんどを占める。

その他、溝跡から中世陶器が少量出土している。 
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（1） 掘立柱建物跡 

11 棟確認した。調査区中央から東側に集中するが、調査区の制限から全容がわかるものはない。方

向は①北で西に振れるもの（Ｎ－5°－Ｗ ＳＢ414）、②ほぼ真北を向くもの（ＳＢ411・416・419・420）、

③北で東に振れるもの（Ｎ－7°～12°－Ｅ ＳＢ412・413・415・511）、④東に大きく振れるもの（Ｎ

－40°～45°－Ｅ ＳＢ417・418）に分けられる。柱穴は40㎝前後の隅丸方形のものが多い。 
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【ＳＢ411 建物跡】（第 15・18 図） 

調査区西端で確認した東西2間以上、南北2間とみられる東西棟建物跡である。 

柱穴は4箇所で検出しており、すべてで径14㎝の柱痕跡を確認している。平面規模は桁行が南側柱

列で総長4.74ｍ以上、柱間寸法は東から2.46ｍ、2.28ｍ、梁行は東妻で総長3.60ｍ（2間分）である。

方向は東側柱列で測るとほぼ真北方向である。柱穴は30㎝前後の不整な方形で、深さは北東隅柱で33

㎝ある。埋土は黒色シルトが主体で地山ブロックを少量含む。 

遺物は柱穴埋土から須恵器甕が微量出土している。 

【ＳＢ412 建物跡】（第 15・18 図） 

調査区西端で確認した東西3間、南北2間の東西棟建物跡である。ＳＫ310・410土壙、ＳＤ308・309

溝跡より古い。 

柱穴は 9箇所で検出しており、このうち 2箇所で径 14 ㎝の柱痕跡、7箇所で柱抜取穴を確認してい

る。抜取穴をみると、柱のほとんどは建物外側に倒している。平面規模は桁行が南側柱列で総長 5.60

ｍ、柱間寸法は東から1.80ｍ、2.20ｍ、1.60ｍ、梁行は西妻で総長4.10ｍ、柱間寸法は北から2.10ｍ、

2.00ｍとみられる。方向は西妻で測るとＮ－12°－Ｅである。柱穴は北西隅柱で長軸 50 ㎝×短軸 40

㎝の不整方形を呈し、深さは14 ㎝である。埋土は地山ブロックを少量含む黒色砂質シルトが主体であ

る。 

遺物は柱抜取穴から非ロクロ調整の土師器甕が微量出土している。 

【ＳＢ413 建物跡】（第 17・18 図） 

調査区中央で確認した東西3間、南北2間以上の東西棟とみられる建物跡である。ＳＤ347溝跡より

古 
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い。 

柱穴は6箇所で検出しており、4箇所で径15㎝前後の柱痕跡、2箇所で柱抜取穴を確認している。平

面規模は桁行が北側柱列で総長5.76ｍ、柱間寸法は東から1.94ｍ、1.84ｍ、1.98ｍ、梁行は東妻で総

長 2.10ｍ以上である。方向は東妻で測るとＮ－7°－Ｅである。柱穴は 40 ㎝前後の方形である。深さ

は（Ｎ1・Ｗ2）柱穴で30㎝ある。埋土は地山ブロックを少量含む黒色砂質シルトが主体である。 

遺物は柱痕跡から非ロクロ調整の土師器甕、柱抜取穴から非ロクロ調整の土師器坏が微量出土してい

る。 

【ＳＢ414 建物跡】（第 17・18 図）  

調査区中央で確認した東西5間以上、南北1間以上の東西棟建物跡である。ＳＢ419建物跡より古い。 

柱穴は7箇所で検出しており、4箇所で径18㎝ほどの柱痕跡、3箇所で柱抜取穴を確認している。平

面規模は桁行が北側柱列で総長10.66ｍ以上、柱間寸法は東から2.16ｍ、2.08ｍ、2.16ｍ、2.08ｍ、2.18

ｍ、梁行は東妻で総長1.96ｍ以上である。方向は北側柱列で測るとＥ－5°－Ｎである。柱穴は一辺50

～70㎝の方形である。深さは（Ｎ1・Ｗ1）柱穴で40㎝ある。埋土は地山ブロックを少量含む黒褐色シ

ルトが主体である。 

遺物は柱抜取穴から非ロクロ調整の土師器甕が微量出土している。第20図 1は小型球胴甕で、胴部

外面調整はハケメ・ケズリ→ヘラミガキである。 

【ＳＢ415 建物跡】（第 17・18 図） 

調査区中央で確認した東西3間、南北1間以上の東西棟建物跡である。 

柱穴は4箇所で検出しており、2箇所で径18㎝ほどの柱痕跡、2箇所で柱抜取穴を確認している。平

面規模は桁行が南側柱列で総長5.52ｍ以上、柱間寸法は東から1.85ｍ、1.87ｍ、1.80ｍである。方向

は南側柱列で測るとＥ－10°－Ｓである。柱穴は一辺30～40㎝ほどの方形である。深さは（Ｓ1・Ｅ1）

柱穴で25㎝ある。埋土は地山ブロックを少量含む黒褐色シルトが主体である。遺物は出土していない。 
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【ＳＢ417 建物跡】（第 16・18 図） 

調査区東端で確認した南北3間以上、東西2間以上の南北棟建物跡である。ＳＢ416建物跡、ＳＤ350

溝跡より新しい。 

柱穴は5箇所で検出しており、すべてで径16㎝の柱痕跡を確認している。平面規模は桁行が西側柱

列で総長5.42ｍ以上、柱間寸法は北から1.84ｍ、1.76ｍ、1.82ｍ、梁行は北妻で総長1.06ｍ以上であ

る。方向は西側柱列で測るとＮ－40°－Ｅである。柱穴は一辺35㎝前後の隅丸方形である。深さは（Ｓ

1・Ｗ1）柱穴で 50 ㎝ある。埋土は地山ブロックを少量含む暗褐色粘土質シルトが主体である。遺物は

出土していない。 

【ＳＢ418 建物跡】（第 16・18 図） 

調査区東端で確認した南北4間以上の南北棟とみられる建物跡である。 

柱穴は4箇所で検出しており、すべてで径16㎝の柱痕跡を確認している。平面規模は桁行が西側柱

列で総長5.35ｍ以上、柱間寸法は北から1.85ｍ、1.75ｍ、1.75ｍである。方向は西側柱列で測るとＮ

－45°－Ｅである。柱穴は一辺35㎝前後の隅丸方形である。深さは（Ｗ1・Ｓ2）柱穴で40㎝ある。埋

土は地山ブロックを少量含む暗褐色粘土質シルトが主体である。遺物は出土していない。 

【ＳＢ419 建物跡】（第 17図） 

調査区東側で確認された東西1間、南北1間以上の南北棟とみられる建物跡である。ＳＢ414建物跡

より新しい。 

柱穴は4箇所で検出しており、1箇所で径22㎝円形の柱痕跡、2箇所で柱抜き取り穴を確認している。

建物の平面規模は桁行が東側柱列で総長 1.96ｍ以上、柱間寸法は 1.96ｍ、梁行は北妻で総長 4.62ｍ、

柱間寸法は 4.62ｍである。建物の方向は東側柱列で測るとＮ－3°－Ｗである。柱穴は長軸 46 ㎝×短

軸44㎝の不整方形を呈する（柱穴Ｎ1・Ｗ1）。埋土は地山ブロックを少量含む黒褐色シルト主体である。

遺物は出土していない。 

 

（2） 竪穴遺構 

調査区東端で2基、西端1基確認した。いずれも全容は不明である。 
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【ＳＸ343 竪穴遺構】（第 15・19 図） 

調査区西端で南辺付近を検出した。 

平面形は不整な隅丸方形とみられ、南辺は約 2.50ｍある。底面はほぼ平坦で、壁は比較的急に立上

り、上部はほぼ垂直になる。深さは調査区北壁で50㎝ある。方向は南辺で測るとＥ－7°－Ｓである。

堆積土は3層が黒色砂質シルト、2層は地山を含む灰黄褐色砂質シルト、1層が地山粒や焼土を含む黒

色砂質シルトで、人為堆積とみられる。 

遺物は堆積土から非ロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器甕が少量出土している。 

【ＳＸ349 竪穴遺構】（第 16・19 図） 

調査区東端で南側を検出した。ＳＢ416建物跡より新しい。 

平面形は隅丸方形とみられ、南辺は約3.60ｍある。底面は西壁付近が10㎝ほど高くなるがほぼ平坦

で、壁はオーバーハング気味に急に立上る。深さは調査区北壁で32㎝ある。方向は南辺で測るとＥ－7°

－Ｓである。堆積土は2層が地山ブロックを多く含む黒色砂質シルト、1層が地山小粒を含む黒色砂質

シルトであり、人為堆積とみられる。 

遺物は堆積土から非ロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器甕が少量出土している。 

【ＳＸ351 竪穴遺構】（第 16・19 図）  

調査区東端で北側を検出した。ＳＤ350溝跡より新しい。 

平面形は隅丸方形とみられ、北辺は約 3.50ｍある。底面は東側がやや低くなるもののほぼ平坦で、

壁はオーバーハング気味に比較的急に立上る。深さは調査区南壁で70 ㎝ある。方向は北辺で測るとＥ

－ 
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7°－Ｓである。堆積土は2層に大別される。第2層（3）は地山ブロックを含む黒色砂質シルト、第

1層（1・2）は焼土や炭化物、地山小粒を含む黒色砂質シルトで、いずれも人為堆積とみられる。遺物

は2層から非ロクロ調整の土師器甕（第20図3）が微量出土している。2層上面からは非ロクロ調整の

土師器坏・甕（第20図4）、須恵器坏・甕が出土している。土師器坏には在地の内黒坏とともに内面ナ

デ調整の関東系土師器が認められる。須恵器坏は回転ケズリが施されたものがある。1層からは非ロク

ロ調整の土師器坏・高坏・甕（第 20 図 2）、須恵器坏・蓋・甕が出土している。土師器坏は有段丸底、

須恵器坏には静止糸切りののち回転ケズリがある。土師器甕のうち2はロ縁端部が四角になること、3

は胴部内外面の調整がミガキであることから東北地方北部系統の甕とみられる。 

 

（3） 土壙 

調査区西側で3基確認した。平面形は円形（ＳＫ310・344）と不整楕円形（ＳＫ410）がある。規模

はＳＫ310が径約1.20ｍ、ＳＫ410の長軸が約1.20ｍである。断面形はいずれも浅皿状で、深さは5～

30㎝と浅い。堆積土はいずれも黒色砂質シルトが主体で自然堆積とみられる。 

遺物はＳＫ310 堆積土から非ロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器高台坏・甕が少量出土している。Ｓ
Ｋ344 堆積土からは非ロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器甕が微量、ＳＫ410 堆積土から非ロクロ調整
の土師器甕、須恵器坏・甕が微量出土している。 

 
（4） 溝跡 

8条確認した。調査区の東端、中央、西端に認められる。規模は上幅が①1.50ｍ前後のもの（ＳＤ345）、

②80 ㎝前後のもの（ＳＤ341・346・347・348）、③40 ㎝前後のもの（ＳＤ342・350・517）に分けられ

る。深さは①②のものは40～70㎝と深く、③は10～20㎝と浅い。断面形も①②は逆台形やＵ字形であ

るのに対し、③は浅皿状であり、溝跡の規模と断面形には関連性がある。 

方向は1）ほぼ真北方向（ＳＤ345・347・348・350）、2）北で東に振れるもの（Ｎ－10°－Ｅ ＳＤ

346）、3）北で西に振れるもの（Ｎ－10°－Ｗ ＳＤ341）、4）大きく西に振れるもの（Ｎ－30°～65°

－Ｗ ＳＤ342・517）がある。 

遺物はＳＤ345・346などから土師器、須恵器、中世陶器、瓦などが出土している。 

【ＳＤ345 溝跡】（第 17・21 図） 

調査区中央で確認した南北溝跡で、4.10ｍ分を検出した。ＳＤ346溝跡より古い。 

上幅 1.50ｍ、下幅 90 ㎝、深さは調査区北壁で 70 ㎝ある。方向はＮ－1°－Ｅで、ほぼ真北を向く。

底面はほぼ平坦で、断面形は逆台形である。堆積土は黒褐色粘土質シルト主体の自然堆積土である。 

遺物は堆積土から土師器、須恵器、瓦、中世陶器が出土している。中世陶器は常滑産の大甕（第 21

図2）である。 

【ＳＤ346 溝跡】（第 17・21 図） 

調査区中央で確認した南北溝跡で3.90ｍ分を検出した。ＳＤ345溝跡より新しい。 

上幅80㎝、下幅40㎝、深さは調査区北壁で50㎝ある。方向はＮ－11°－Ｅである。底面はほぼ平

垣で、 
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断面形は逆台形である。堆積土は黒色粘土質シルトが主体で自然堆積とみられる。 

遺物は堆積土から土師器、須恵器、瓦が出土している。 

【ＳＤ347 溝跡】（第 17・21 図） 

調査区中央で確認した南北溝跡で4.40ｍ分を検出した。ＳＢ413溝跡より新しい。 

上幅65㎝、下幅36㎝、深さは調査区南壁で44㎝ある。方向はＮ－1°－Ｗでほぼ真北を向く。底面

はほぼ平坦で、壁は10㎝ほど急に立上るが、その上は1るやかに開く。堆積土は黒色粘土質シルトが

主体で自然堆積とみられる。 

遺物は堆積土から土師器、須恵器、瓦が微量出土している。 

【ＳＤ348 溝跡】（第 17・21 図） 

調査区中央で確認した南北溝跡で4.60ｍ分を検出した。 

上幅40～80㎝、下幅25～60㎝で、中央部が狭い。深さは調査区南壁で54㎝であるが、狭くなる部

分は他より10㎝ほど高くなっている。方向はＮ－1°－Ｅで、ほぼ真北を向く。底面はほぼ平坦で、断

面形は逆台形である。堆積土は2層に分けられ、下層は地山ブロック主体、上層は黒色シルトが主体で

あり、後者は自然堆積とみられる。 

遺物は上層から土師器、須恵器、瓦、中世陶器が出土している。中世陶器は常滑産大甕である（第

21図1）。 

【ＳＤ350 溝跡】（第 16・19 図） 

調査区東端で確認した南北溝跡で 4.90ｍ分を検出した。ＳＢ417・418 建物跡、ＳＸ351 竪穴遺構よ

り古い。 

上幅50㎝、下幅30㎝、深さは21㎝ある。方角はＮ－4°－Ｅである。底面は平坦で、断面形は箱形

である。堆積土は2層に分けられる。下層（5）は地山ブロックを含む黒色砂質シルト、上層（4）は黒

褐色砂質シルトで、後者は自然堆積土とみられる。 

遺物は上層からロクロ調整と非ロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器坏・甕が出土している。 

 
Ｎ－2区 

民家からみて西側の調査区である。掘立柱建物跡10、掘立柱列跡1、井戸跡4、竪穴遺構3、土壙6、

溝跡7を確認した。遺構は調査区全体に認められるが、北側に掘立柱建物跡、竪穴遺構、南西部に井戸

跡、土壙が集中する傾向がある。中央には井戸跡と溝跡がある。 

遺物は井戸跡、竪穴遺構、土壙から多く出土している。土師器、須恵器が主体で、ほかに瓦、木製 
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品などがある。 
 

（1） 掘立柱建物跡 

10 棟確認した。調査区北側に集中するが、全容が分かるものは少ない。方向は①北で西に振れるも

の（Ｎ－8°～18°－Ｗ ＳＢ370・402・405）、②ほぼ真北を向くもの（ＳＢ359・368・409）、③北で

東に振れるもの（Ｎ－4°～7°－Ｅ ＳＢ403・404・406・407）に分けられる。柱穴は30㎝前後の不

整な方形（ＳＢ402～407・409）と、長軸 40～60 ㎝の方形もしくは長方形（ＳＢ359・368・370）があ

る。柱穴埋土は地山ブロックを含む黒褐色または黒色粘土質シルトを主体とする。 

【ＳＢ359 建物跡】（第 23・24 図） 

調査区北端で確認した東西3間、南北2間の東西棟建物跡である。ＳＢ402建物跡、ＳＸ353竪穴遺

構より新しい。 

柱穴は10箇所すべてを検出しており、7箇所で径20㎝前後の柱痕跡、5箇所で柱抜取穴を確認した。

平面規模は桁行が南側柱列で総長5.90ｍ、柱間寸法は東から2.00ｍ、1.96ｍ、1.94ｍ、梁行は東妻で

総長4.40ｍ、柱間寸法は2.20ｍ等間である。方向は東側柱列で測るとＮ－3°－Ｗである。柱穴は長軸

40～60 ㎝×短軸 32～46 ㎝の隅丸長方形で、深さは南西隅柱で 21 ㎝ある。埋土は黒色シルトを含む地

山ブロックが主体である。 

遺物は柱抜取穴や柱痕跡から非ロクロ調整の土師器坏・甕（第26図5）、須恵器坏・甕が出土してい

る。土師器坏には内面ナデ調整の関東系土師器がある。須恵器坏は回転ケズリのものがある。 

【ＳＢ368 建物跡】（第 23・24 図）  

調査区北端で確認した南北4間以上、東西2間以上の南北棟とみられる建物跡である。ＳＸ354竪穴

遺構より古い。 

柱穴は 3 箇所検出しており、すべてで柱抜取穴を確認している。平面規模は桁行が東側柱列で総長

5.80ｍ以上、柱間寸法は南から4.00ｍ（2間分）、1.80ｍ、梁行は南妻で総長4.20ｍ（2間分）、方向は

東側柱列で測るとＮ－3°－Ｗとみられる。柱穴は一辺60㎝前後の隅丸長方形である。深さは（Ｓ1・

Ｅ3）柱穴で32㎝ある。埋土は黒色シルトを含む地山ブロックが主体である。 

遺物は柱抜取穴から非ロクロ調整の土師器坏・甕、平瓦が微量出土している。土師器坏には内面ナデ

調整の関東系土師器がある。平瓦（第 26 図 6）は桶巻き作りによる平瓦円筒を一枚分に分割した後、

個々に一枚用の凸型調整台で調整を加えたもので、多賀城分類の平瓦ＩＣ類にあたる（宮城県多賀城跡

調査研究所：1982）。胎土に海綿骨針を多量に含むことと斜格子タタキ具の特徴から、三本木町下伊場

野窯跡（宮城県多賀城跡調査研究所：1994）の製品と考えられる。 

【ＳＢ370 建物跡】（第 22・24 図）  

調査区南東郡で確認した南北2間以上の建物跡である。 

柱穴は3箇所検出しており、すべてで径20㎝ほどの柱痕跡を確認した。平面規模は総長4.00ｍ以上、

柱間寸法は2.00ｍ等間とみられる。方向はＮ－8°－Ｗである。柱穴は長軸40～60㎝×短軸32～46㎝

の隅丸長方形で、深さは（Ｗ1・Ｎ3）柱穴で50 ㎝ある。埋土は地山ブロックが主体で黒色シルトを含

む。 

 32



 

 33 33



 

遺物は柱穴埋土から須恵器坏が微量出土している。 

【ＳＢ402 建物跡】（第 23・24 図） 

調査区北端で確認した東西3間以上、南北2間の東西棟建物跡である。ＳＡ408柱列跡より新しく、

ＳＢ359・403建物跡より古い。 

柱穴は8箇所検出しており、3箇所で径14㎝ほどの柱痕跡、2箇所で柱抜取穴を確認している。平

面規模は桁行が北側柱列で総長 5.38ｍ以上、柱間寸法は西から 1.72ｍ、1.76ｍ、1.90ｍ、梁行は西

妻で総長 4.88ｍ、柱間寸法は北から 2.80ｍ、2.08ｍである。方向は北側柱列で測るとＥ－18°－Ｎ

である。柱穴は一辺が20～30㎝の不整方形で、深さは南西隅柱で24㎝ある。埋土は地山ブロックを

含む黒色シルトが主体である。遺物は出土していない。 

【ＳＢ404 建物跡】（第 23・24 図） 

調査区北端で確認した東西2間以上、南北1間の東西棟建物跡である。 

柱穴は6箇所検出しており、すべてで径15㎝ほどの柱痕跡、1箇所で柱抜取穴を確認している。平

面規模は桁行が北側柱列で総長 2.80ｍ以上、柱間寸法は 1.40ｍ等間、梁行は西妻で総長 2.80ｍであ

る。方向は西妻で測るとＮ－4°－Ｅである。柱穴は一辺20～30㎝の不整方形で、深さは北西隅柱で

24㎝あ 
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る。埋土は地山ブロックを含む黒褐色シルトが主体である。遺物は出土していない。 

【ＳＢ405 建物跡】（第 23・24 図） 

調査区北側で確認した東西1間、南北1間の建物跡である。 

柱穴は4箇所検出しており、3箇所で径10㎝ほどの柱痕跡、2箇所で柱抜取穴を確認している。平

面規模は東西が南側柱列で 1.22ｍ、南北は西側柱列で 1.24ｍである。方向は西側柱列で測るとＮ－

10°－Ｗである。柱穴は一辺16～24㎝の隅丸方形で、深さは南東隅柱で18㎝ある。埋土は黒褐色シ

ルトを含む地山ブロックが主体である。遺物は出土していない。 

 

（2） 掘立柱列跡 

【ＳＡ408 柱列跡】（第 23・24 図）  

調査区北側で確認された南北2間の柱列跡である。ＳＢ402建物跡より古い。 

柱穴は3箇所検出しており、すべてで径14㎝ほどの柱痕跡を確認している。柱間寸法は北から1.60

ｍ、1.80ｍである。方向はＮ－2°－Ｅとみられる。柱穴は一辺32～44㎝の不整方形で、深さは北端

で18㎝ある。埋土は黒褐色シルトを含む地山ブロック主体である。遺物は出土していない。 

 

（3） 井戸跡 

調査区中央と南側で 2 基ずつ確認した。井戸側をもつもの（ＳＥ358・364・367）ともたないもの

（ＳＥ360）とがあり、前者の側はいずれも抜取られている。掘方の平面形は前者が方形もしくは隅

丸方形で、後者は円形である。 

【ＳＥ358 井戸跡】（第 25 図） 

調査区中央で確認した。ＳＤ357溝跡より古い。 

掘方を掘り、井戸側を据えたものとみられるが、側はすべて抜取られている。深さは86㎝あり、壁

は下部が急に立上がっており、上部はゆるやかに開く。下部は 70 ㎝×80 ㎝の隅丸方形で、側はこれ

よりやや小さいとみられる。また、南西側にはステップ状の段があるが、これは井戸構築時の足場と考 
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えられる。抜取穴は長軸 1.60ｍ×短軸 1.40ｍの円形で、側抜取後は地山ブロック主体の粘土で埋戻

されている（1～5）。 

遺物は埋土から非ロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器坏が微量出土している。土師器坏には内面ナ

デ調整の関東系土師器が含まれる。須恵器坏は回転ケズリが施されている。 

【ＳＥ360 井戸跡】（第 25 図）  

調査区中央東側で確認した。ＳＤ357溝跡より古い。 

掘方は径 1.20ｍほどの円形で深さは 1.10ｍある。底面は平坦で、80 ㎝ほど垂直に立上ったところ

に平坦部を設けており、断面形はＴ字形である。底面付近の径は38㎝である。廃絶後は黒色粘土（2・

3）や砂を多く含む黒色シルト質粘土（1）が堆積しており、いずれも自然堆積とみられる。 

遺物は1・2層から非ロクロ調整の土師器坏・高盤・甕、須恵器甕が少量出土している。土師器坏 
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には有段と無段がある。高盤は関東系土師器で、ＳＤ356溝跡出土品と同一個体である（第29図 4）。 

【ＳＥ364 井戸跡】（第 25 図） 

調査区南端で確認した。掘方を掘り、木組みの井戸側を据えたものであるが、側は最下部（一辺 50

㎝の方形）を残して抜取られている。掘方は抜取穴が入るため上部は不明だが、下部は一辺 90 ㎝の

隅丸方形である。井戸の深さは 1.16ｍである。抜取穴は 1.64ｍ×1.34ｍの隅丸長方形で、深さは 70

㎝ある。堆積土は3層に大別できる。第1層（1～8）は側抜取後の堆積土で、地山ブロックを含む黒

褐色土が主体であり、人為的に埋戻されている。第 2 層（9～11）は機能時の堆積土で、褐灰色粘土

が主体 
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である。第3層（12）は地山ブロック主体の掘方埋土である。 

遺物は 1 層と 2 層から出土している（第 26 図）。2 層からは非ロクロ調整の土師器坏、須恵器甕、

木製品が出土している。木製品は槽（8）、鋤？（7）がある。1層からは非ロクロ調整の土師器坏・高

坏・高盤・甕・甑、須恵器坏・壷・甕が出土している。土師器は坏に内面ナデ調整の関東系土師器（2）

がある。高盤は関東系土師器で、ＳＤ356 溝跡出土品と同一個体（第 29 図 4）、甑は多孔式である。

なお、樹種同定の結果7がクリ、8はケヤキで、小破片で図示できなかった槽はクリであった。 

【ＳＥ367 井戸跡】（第 25 図）  

調査区南端で確認した。ＳＤ457溝跡より新しい。 

掘方を掘り、木組みの井戸側を据えたものであるが、側はすべて抜取られている。掘方は一辺1.10

ｍほどの方形であるが、上部の側を支える隅柱の位置が径 20 ㎝前後の半円形状に突出する。深さは

90 ㎝で、断面形は途中に段が付く箱形である。下部は一辺 40 ㎝ほどの方形である。側抜取り後の堆

積土は7層に分けられる。7層は地山崩壊土、1～6層は黒色の粘土質シルトや砂質シルトを主体とし

ており、自然堆積とみられる。 

遺物は堆積土から非ロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器坏・高台盤・甕のほか、桃の種子が出土し

ている。土師器坏は扁平な有段丸底（第26図 3・4）とともに内面ナデ調整の関東系土師器（第26図

1）があり、須恵器坏は静止糸切りののち回転ケズリや回転ケズリのものがある。 

 

（4） 竪穴遺構 

調査区北側で3基確認した。 

【ＳＸ352竪穴遺構】（第23・27図）  

調査区北西端で確認した。ＳＢ406建物跡より新しい。 

遺構の南側を検出した。平面形は南辺で3.00ｍの隅丸方形とみられる。底面は凹凸があり、南東隅

に向けて低くなっており、高低差は 21 ㎝ある。壁は比較的急に立上り、深さは調査区北壁で 34～55

㎝ある。方向は南辺で測るとＥ－10°－Ｎである。堆積土は 2層に大別できる。第 2層（2～4）は 4

と 2が灰層、3は炭化物層である。第1層（1）は黒色シルトで、本遺構は機能停止後に灰や炭化物が

捨てられ（第2層）、その後自然堆積（第1層）で埋まったと考えられる。 

遺物は堆積土から出土している（第 28図）。第 2層から非ロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器坏・
蓋・甕が出土している。土師器坏は有段丸底、須恵器は坏が箱形で回転ケズリが施され（1）、蓋は扁
平な 
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宝珠つまみを持ち、端部が短く折れている（4）。第2層上面からは非ロクロ調整の土師器坏・甕、須

恵器坏・高台坏、平瓦が出土している。土師器坏は内面ナデ調整の関東系土師器である。須恵器は坏

が皿形でヘラ切り無調整である（2）。高台坏は静止糸切りののち回転ケズリ（3）やヘラ切りののち

回転ケズリ（5）がある。平瓦は一枚作りで凸面に縄タタキが施されている。第 1 層からは非ロクロ

調整の土師器坏・甕、須恵器坏・蓋・短頸壷・甕が出土している。須恵器坏はヘラ切り無調整、静止

糸切りののち回転ケズリもしくは手持ちケズリがある。 

【ＳＸ353 竪穴遺構】（第 23・27 図） 

調査区北端で確認された。ＳＢ359建物跡、ＳＫ401土壙より新しい。 

南端付近を検出した。平面形は隅丸方形とみられ、東西は3.10ｍある。底面はほぼ平坦で、壁は小

さな段をつくりながらゆるやかに立上がる。深さは調査区北壁で 50 ㎝ある。方向は南辺で測ると真

東を向く。堆積土は2層に大別できる。第2層（2～6）は、6・3が炭化物層、4・2が灰層、5が黒色

シルトである。第1層（1）は黒褐色シルトで、本遺構は機能停止後炭化物や灰が捨てられ（第2層）、

その後自然堆積（第1層）で埋まったとみられる。 

遺物は堆積土から出土している（第28図）。第2層からは非ロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器坏・

蓋・甕が出土している。土師器坏は有段丸底、須恵器坏はヘラ切り→回転ケズリがある（7）。第1層 
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からは非ロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器坏・高台坏・短頸壷・甕が出土している。土師器坏は

有段丸底、無段平底とともに内面ナデ調整の関東系土師器がある。無段平底のものは両面ミガキの後、

内面が黒色処理されている（6）。須恵器は坏がヘラ切り無調整、静止糸切り→回転ケズリ、静止糸切

りののち手持ちケズリ、回転ケズリ（8）があり、高台坏は静止糸切り→回転ケズリである（9）。 

【ＳＸ354 竪穴遺構】（第 23・27 図） 

調査区北側で確認された。ＳＢ368建物跡より新しい。 

南北3.20ｍ、東西3.00ｍで、平面形は隅丸方形である。底面は壁付近がやや低く、中央が高くなっ

ている。壁は底面からゆるやかに立上り、上部はほぼ垂直になる。深さは南壁で 50 ㎝ある。方向は

西辺で測るとほぼ真北方向である。堆積土は 3 層に大別できる。第 3 層（5）は地山ブロック主体の

粘土、第 2 層（4）は炭化物を含む灰層、第 1 層（1～3）は黒色シルトや暗灰色砂質シルトである。

本遺構は機能停止後、壁の一部が崩壊（第3層）し、その上に灰が捨てられた（第2層）後、自然堆

積（第1層）で埋まったものとみられる。 

遺物は堆積土から非ロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器坏・甕が出土している。土師器坏には無段

平底、須恵器坏には手持ちケズリがある。 

 

（5） 土壙 

6 基確認した。5基は調査区南側で検出している。規模は長軸が70 ㎝前後のもの（ＳＫ361・365）

と長軸100㎝前後のもの（ＳＫ366・369・401・458）がある。平面形は円形を基調とするもの（ＳＫ

365・366・458）と方形を基調とするもの（ＳＫ361・369・401）とがある。 

遺物はＳＫ361 堆積土から非ロクロ調整の土師器甕、ＳＫ365 堆積土から非ロクロ調整の土師器甕、

ヘラ切り無調整の須恵器坏、ＳＫ366 堆積土から非ロクロ調整の土師器坏・甕、ＳＫ401 堆積土から

非ロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器甕が少量出土している。 

【ＳＫ369 土壙】（第 22・29 図） 

調査区南東部で確認した。規模は120㎝×54㎝で、平面形は隅丸長方形である。底面は平坦である

が、わずかに北に向けて低くなる。断面形は箱形である。深さは北壁で 46 ㎝ある。堆積土は 2 層に

大別できる。第 2 層（3）は地山ブロック主体の粘土質シルト、第 1 層（1・2）は黒色粘土質シルト

や褐灰色砂質シルトで、後者は自然堆積とみられる。 

遺物は第 1 層から関東系土師器高盤が出土しているが、これはＳＤ356 溝跡出土品と同一個体であ

る（第29図 4）。 

 

（6） 溝跡 

調査区中央から南側で 7 条検出した。上幅が最も広いのはＳＤ357 の 66 ㎝、その他は 40 ㎝前後で

ある。深さは最も深いＳＤ356 が 32 ㎝で他は 10 ㎝前後である。断面形はＳＤ356 がＵ字形、その他

は浅皿状である。 

方向は①東西方向のもの（ＳＤ357・456）、②北で西に振れるもの（ＳＤ355・356・362・363）、③

東で 
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北に振れるもの（ＳＤ363 北部・457）に分けられる。このうちＳＤ363 は北でＬ字形に東に曲がる。

新旧関係をみてみると、おおよそ③→②→①の傾向がある。 

堆積土は黒色または黒褐色土主体の自然堆積のもの（ＳＤ355・356・357・362・456）と地山ブロッ

ク主体の人為堆積のもの（ＳＤ363・457）に分けられる。 

遺物はＳＤ355 堆積土から非ロクロ調整の土師器坏・甕、ヘラ切り無調整の須恵器坏・須恵器壷、

ＳＤ357 堆積土から非ロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器甕、平瓦、ＳＤ362 から非ロクロ調整の土

師器甕、静止糸切りののち手持ちケズリの須恵器坏が少量出土している。 

【ＳＤ356 溝跡】（第 22・29 図）  

調査区南側で確認した南北溝跡で11.30ｍ分を検出した。ＳＤ363溝跡より新しく、ＳＤ357溝跡よ

り古 
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い。 

上幅48㎝、下幅40㎝、深さは32㎝ある。方向はおよそＮ－18°－Ｗである。底面は平坦で断面系

は箱形である。堆積土は 2 層に大別できる。第 2 層（3）は地山ブロック主体、第 1 層（1・2）は黒

色シルトや暗褐色砂で、後者は自然堆積とみられる。 

遺物（第 29図）は第 1層から非ロクロ調整の土師器坏・盤・高盤・甕（3）が出土している。これ

らはいずれも関東系土師器とみられ、食膳具の内面調整は坏（1・2）と高盤（4）がナデ、盤（5）が

ナデののちミガキである。 

【ＳＤ363 溝跡】（第 22・29 図） 

調査区南側で確認した北でＬ字状に折れる溝跡である。ＳＤ356・357溝跡より古い。 

上幅46㎝、下幅38㎝、深さは12㎝ある。方向は南北部分がおよそＮ－18°－Ｗで、東西部分はほ

ぼ直交する。底面は平坦で断面形は箱形である。堆積土は地山ブロック主体で、人為堆積とみられる。

遺物は出土していない。 

 

Ｎ－3区 

民家からみて南側の調査区である。掘立柱建物跡 13、井戸跡 6、竪穴遺構 1、土壙 22、溝跡 25 を

確認した。遺構は調査区全体に分布し、密度も濃い。とくに溝跡が多く調査区西側は東西溝が多く、

東側は南北溝が目立つ。また、調査区中央北側には掘立柱建物跡、南端西側には土壙が多く認められ

る。 

遺物はＳＤ372・384など溝跡を中心に出土しており、掘立柱建物跡、井戸跡、土壙からは少量出土

している。古代の土師器・須恵器が主体で、中世陶器・青磁・石製品は少量である。 

 

（1） 掘立柱建物跡 

13 棟確認した。調査区中央北側に集中している。全容が分かるものは少ないが、多くは桁行 3 間、

梁行 2 間程度の小規模な建物と思われる。方向は①北で西に振れるもの（Ｎ－13°－Ｗ ＳＢ436）、

②ほぼ真北を向くもの（ＳＢ431・432）、③北で東に振れるもの（Ｎ－5～19°－Ｅ ＳＢ433・434・

435・437・440・441・442・516）に分けられる。 

柱穴はａ）長辺80㎝の隅丸方形（ＳＢ438）、ｂ）一辺50㎝前後の方形（ＳＢ431・433～436、439

～441）、ｃ）一辺 20～30 ㎝の方形（ＳＢ432・437・442・516）がある。埋土は地山ブロックを少量

含む黒色または黒褐色土を主体とするものが多い。 

【ＳＢ431 建物跡】（第 22・30 図） 

調査区中央で確認された南北 1間以上、東西 2間の南北棟とみられる建物跡である。ＳＫ339 土壙

より古い。 

柱穴は4箇所検出しており、3箇所で径15㎝前後の柱痕跡を確認している。平面規模は桁行が西側

柱列で総長 2.40ｍ以上、梁行は南妻で総長 3.28ｍ、柱間寸法は 1.64ｍ等間である。方向は南妻で測

るとＥ－3°－Ｎである。柱穴は一辺 40～50 ㎝の方形で、深さは南西隅柱で 40 ㎝ある。埋土は黒色

シルトをを少量含む地山ブロックが主体である。遺物は出土していない。 
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【ＳＢ432 建物跡】（第 22・30 図） 

調査区中央で確認した南北2間以上、東西2間の南北棟とみられる建物跡である。 

柱穴は5箇所検出しており、3箇所で径12㎝ほどの柱痕跡を確認している。平面規模は桁行が西側

柱列で総長 2.20ｍ以上、梁行は南妻で総長 3.80ｍ、柱間寸法は東から 1.80ｍ、2.00ｍである。方向

は南妻で測るとＥ－2°－Ｎである。柱穴は一辺 20～30 ㎝の方形で、深さは南西隅柱で 18 ㎝ある。

埋土は焼土を含む黒褐色シルトである。遺物は出土していない。 

【ＳＢ433 建物跡】（第 22・30 図） 

調査区西側で確認した東西2間以上、南北2間の東西棟とみられる建物跡である。ＳＥ380井戸跡、

ＳＤ372溝跡より古い。 

柱穴は4箇所検出しており、2箇所で径16 ㎝の柱痕跡、2箇所で柱抜取穴を確認している。平面規

模は桁行が北側柱列で総長 4.20ｍ以上、柱間寸法は東から 1.80ｍ、2.40ｍ、梁行は東妻で総長 2.10

ｍ以上とみられる。方向は北側柱列で測るとＥ－19°－Ｓである。柱穴は一辺 50 ㎝ほどの方形で、

深さは北東隅柱で32㎝ある。埋土は地山ブロックを含む黒色砂質シルトが主体である。 

遺物は柱抜取穴から非ロクロ調整の土師器甕、柱穴埋土から非ロクロ調整の土師器甕、須恵器甕が

微量出土している。 

【ＳＢ434 建物跡】（第 22・30 図） 

調査区西側で確認した東西1間以上、南北2間の東西棟とみられる建物跡である。ＳＥ380井戸跡、

ＳＤ372溝跡より古い。 

柱穴は3箇所検出しており、2箇所で径16㎝の柱痕跡を確認している。平面規模は桁行が北側柱列

で総長 2.50ｍ以上、梁行は東妻で総長 2.50ｍ以上とみられる。方向は東妻で測るとＮ－10°－Ｅで

ある。柱穴は一辺45㎝ほどの方形で、深さは北東隅柱で50㎝ある。埋土は地山ブロックを斑状に含

む黒色砂質シルトが主体である。遺物は出土していない。 

【ＳＢ435 建物勧】（第 22・30 図） 

調査区北側で確認した東西2間、南北2間の東西棟総柱建物跡である。 
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柱穴は9箇所すべてで検出しており、7箇所で径16㎝の柱痕跡、4箇所で柱抜取穴を確認している。

平面規模は桁行が北側柱列で総長3.52ｍ、柱間寸法は東から1.72ｍ、1.80ｍ、南北は西妻で総長2.92

ｍ、柱間寸法は北から 1.42ｍ、1.50ｍである。方向は西妻で測るとＮ－5°－Ｅである。柱穴は一辺

50～60 ㎝の方形で、深さは南西隅柱で 48 ㎝ある。埋土は地山ブロックを多量に含む黒色砂質シルト

である。遺物は出土していない。 

【ＳＢ440 建物跡】（第 22・30 図） 

調査区中央で確認した南北2間以上、東西2間の南北棟建物跡である。ＳＥ379井戸跡、ＳＫ378・

382土壙より古い。 

柱穴は5箇所検出しており、4箇所で径14㎝の柱痕跡、1箇所で柱抜取穴を確認している。平面規

模は桁行が西側柱列で総長 3.80ｍ以上、柱間寸法は 1.90ｍ等間、梁行が南妻で総長 3.86ｍ、柱間寸

法は 1.93ｍ等間とみられる。方向は西側柱列で測るとＮ－14°－Ｅである。柱穴は一辺 40 ㎝前後の

方形で、深さは南西隅柱で 30 ㎝ある。埋土は地山ブロックを含む黒褐色シルトと地山ブロック主体

土である。遺物は出土していない。 

【ＳＢ441 建物跡】（第 22・30 図） 

調査区中央で確認した南北 2間、東西 2間の南北棟建物跡である。ＳＫ466 土壙より新しく、ＳＥ

379・385井戸跡、ＳＤ372・374溝跡より古い。 

柱穴は5箇所検出しており、3箇所で径14㎝の柱痕跡、2箇所で柱抜取穴を確認している。平面規

模は桁行が東側柱列で総長 4.40ｍ、柱間寸法は北から 2.00ｍ、2.40ｍ、梁行は北妻で総長 4.20ｍ、

柱間寸法は東から 1.80ｍ、2.40ｍとみられる。方向は東側柱列で測るとＮ－7°－Ｅとみられる。柱

穴は一辺45㎝前後の方形で、深さは北西隅柱で32㎝ある。埋土は地山ブロックを少量含む黒色砂質

シルトが主体である。遺物は出土していない。 

 

（2） 井戸跡 

井戸跡は中央から西側で5基、東端で1基確認し、このうち4基を精査した。 

【ＳＥ380 井戸跡・ＳＤ381 溝跡】（第 31 図） 

調査区中央で確認した井戸跡で、ＳＤ381 溝跡が伴う。ＳＢ433・434 建物跡、ＳＤ375 溝跡より新

しい。井戸の底は湧水等で掘削が不能となったため不明である。 

規模は一辺が1.90ｍほどの方形で、深さは1.35ｍ以上ある。下端は60×50 ㎝の隅丸方形であり、

底面の形状もこれとほぼ同じとみられる。断面形はロート状をなす。ＳＤ381 溝跡はＳＥ380 の東に

接続しており、約 3ｍ先で南に折れている。底面レベルは東へ傾斜することから、排水溝と考えられ

る。上幅 30 ㎝前後、深さは約 10 ㎝で、井戸との接続部は上幅 100 ㎝、深さ 20 ㎝の土壙状になる。

この部分の底面から南へ立上った位置に 40×15 ㎝の石が据えられている。石は長軸を東西に向け、

上面中央はかなり磨り減っていることから、踏台として利用されたものと考えられる。 

ＳＥ380 の堆積土は 7 層に分けられる。いずれも黒色の粘土質シルトで、自然堆積と考えられる。

ＳＤ381 の堆積土は 2 層に分けられる。下層（9）は黒褐色砂質シルトで接続部分の底面を薄く覆う。

上 
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層（8）は灰黄褐色砂で、溝機能時の堆積土と考えられる。 

遺物は 1～6 層から土師器、須恵器が出土している。土師器は非ロクロ調整の坏・甕が主体で、わ

ずかに胴部回転ハケメの甕がある。須恵器は坏、高台坏、蓋、壷がある。蓋（第31図 1）は扁平な宝

珠つまみを持ち、ロ縁端部が下に折れる。 

【ＳＥ379 井戸跡】（第 32 図） 

調査区中央で確認した井戸跡である。ＳＢ440・441建物跡より新しい。 

径 1.25ｍほどの円形で、深さは1.22ｍある。断面形は上部が開くＵ字形で、底面は径35㎝ほどの

不整円形である。堆積土は 3 層に分けられる。3 層は黒色砂質シルト、2 層は黒色シルトとスクモの

互層、1 層は地山ブロック主体の粘土質シルトであり、2～3 層は自然堆積、1 層は人為的な埋土と考

えられる。遺物は出土していない。 

【ＳＥ385 井戸跡】（第 32 図） 

調査区中央で確認した井戸跡である。ＳＤ372 溝跡より古い。井戸の底は、湧水等で掘削が不能と

なったため不明である。 

径 1.40ｍほどの円形で、深さは 88㎝以上ある。断面形は上部がやや開く円筒形である。堆積土は
6層に分けられる。2～6層は黒色砂質シルトや粘土質シルトで、自然堆積土である。1層は地山ブロ 
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ックを多く含む黒褐色シルトで、人為的な埋土である。 

遺物は堆積土からロクロ調整の土師器甕、須恵器高台坏・甕が微量出土している。高台坏はヘラ切

りののち回転ケズリである。 

【ＳＥ395 井戸跡】（第 32 図） 

調査区東端で確認した井戸跡である。ＳＤ387・459溝跡より新しい。 

本来井戸側を据えたと考えられるが、側はすべて抜取られている。掘方は底面付近しか残っておら

ず、その部分は一辺 60㎝以上の方形とみられる。深さは 1.20ｍである。抜取穴は径 2.20ｍの円形で、
深さは約 1ｍである。堆積土は 3 層に大別できる。第 3 層（7・8）は砂を多く含む暗緑灰色粘土で、
機能時の堆積土とみられる。第 2 層（2～6）は地山ブロックを多く含む黒色砂質シルトなどで、側を
抜き取った後の人為的な埋土である。第 1層（1）は黒褐色砂質シルトで、埋戻し後の凹地に自然堆積
したものである。遺物は出土していない。 

 
（3） 竪穴遺構 

【ＳＸ371 竪穴遺構】（第 22 図） 

調査区北端で確認した。遺構の南端を検出したにすぎない。 

規模は南辺で2.70ｍあり、平面形は不整な方形とみられる。底面はほぼ平坦で、壁は比較的ゆるや

かに立上り、深さは調査区北壁で11㎝ある。方向は南辺で測るとおよそ東西方向である。堆積土は2

層に分けられる。下層は褐灰色粘土質シルト、上層は黒色シルトであり自然堆積とみられる。遺物は

堆積土から非ロクロ調整の土師器甕、須恵器坏・甕が微量出土している。須恵器坏は手持ちケズリが

施されている。 
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（4） 土壙 

22基確認し、このうち9基を精査した。調査区中央と南西に集中する。規模はＳＫ473が 2.50ｍ×

0.80ｍと比較的大きいが、大部分は長軸1ｍ前後の楕円形である。深さはＳＫ462が 57㎝である他は

10～30㎝と浅い。 

【ＳＫ462 土壙】（第 22・33 図） 

調査区中央東側で確認した。ＳＫ463土壙より新しく、ＳＤ372溝跡より古い。 

規模は90㎝×70㎝以上あり、平面形は不整な楕円形である。底面はほぼ平坦で、壁は急に立上り、

断面形は箱形である。深さは 57 ㎝ある。堆積土は 6 層に分けられるが、いずれも黒色砂質シルトが

主体で自然堆積とみられる。遺物は出土していない。 

 

（5） 溝跡 

25条確認した。調査区全体に分布するが調査区西側に東西溝が多く、東側は南北溝が目立つ。上幅

が①20～50 ㎝（ＳＤ374・381・394・461・477・480）、②50 ㎝～100 ㎝（ＳＤ374・376・377・386・

388・389・391・392・393・396・397・459）、③100～150㎝（ＳＤ372・373・375・387・398）、④210

㎝以上（ＳＤ384・390）のものがある。大部分は①・②の上幅100㎝以下と小規模であるが、③・④

の大きな溝跡が調査区全体に広がっていること、新旧関係で①・②より新しいことから、面積的には

③・④が占める割合が多い。断面形は①・②が浅皿状や上部が開くＵ字形のものが多いが、③・④は

逆台形である。 

方向は、蛇行気味のものが多いが、おおよそ東西方向（15 条）と、南北方向（12 条）に分けられ

る。このうちＳＤ372は方向や規模、断面形からＮ－1区ＳＤ345と一連の溝跡とみられる。堆積土は

黒色または黒褐色砂質シルト主体で、自然堆積のものが多い。遺物は土師器・須恵器・中世陶器、青

磁、石製品などがあるが、ＳＤ372・384・387を除くと他は数点ずつ出土しているにすぎない。 
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【ＳＤ372 溝跡】（第 22・33 図） 

調査区南側で確認した東西溝跡で 44.60ｍ分を検出した。調査区中央で南に分岐し、東側ではＴ字

状に方向を南北に転ずる。ＳＢ433・434・441建物跡、ＳＥ385井戸跡、ＳＫ462～466 土壙、ＳＤ373・

374・375・376・377・381・386・387・389・398溝跡より新しく、ＳＥ470井戸跡より古い。Ｎ－1区

ＳＤ345と一連の溝跡とみられる。 

上幅0.56～1.50ｍ、下幅45～60㎝、深さは56㎝ある。方向はやや蛇行しているが、およそ東西方

向である。底面はほぼ平坦で、断面形は逆台形である。堆積土は5層に分けられる。いずれも黒色ま

たは黒褐色のシルトや砂質シルトであり、自然堆積とみられる。 

遺物は堆積土から常滑産中世陶器の大甕（第34図 4）が出土しているほか、非ロクロ調整の土師器

坏・甕、須恵器坏・蓋・甕・壷、瓦が出土している。 

【ＳＤ373 溝跡】（第 22・33 図） 

調査区西側で確認した東西溝跡で7.00ｍ分を検出した。調査区西側のＳＤ398とは一連の溝跡とみ

られる。ＳＤ374～376溝跡より新しく、ＳＤ372溝跡より古い。また、ＳＤ398はＳＤ396・397溝跡

より新しく、ＳＫ479土壙、ＳＤ372溝跡より古い。 

上幅1.30ｍ、下幅52㎝、深さは57㎝ある。方向はおよそＥ－40°－Ｓで、ＳＤ398はおよそＥ－

10°－Ｎである。底面はほぼ平坦で、断面形は開きが大きい逆台形である。堆積土は3層に分けられ

る。3層は褐色粘土で壁の崩壊土、2層は黒色砂質シルトで、機能時の堆積土である。1層は地山ブロ

ックを多く含む黒色砂質シルトで人為的な埋土とみられる。遺物は出土していない。 

【ＳＤ374 溝跡】（第 22・33 図） 

調査区西側で確認した東西溝跡で、東端でＴ字状に南北に折れる。東西 40.00ｍ分を検出した。Ｓ

Ｂ441建物跡、ＳＤ375溝跡より新しく、ＳＥ385井戸跡、ＳＫ383土壙、ＳＤ372・373・386・387・

396 溝跡より古い。上幅 20～80 ㎝、深さは 21 ㎝ある。底面は平坦で、壁は急に立上る。方向はやや

蛇行しているがおよそ東西方向である。堆積土は黒色砂質シルト主体で、自然堆積とみられる。 

遺物は堆積土からロクロ調整の土師器坏・高台坏・甕、高台坏、甕、須恵器坏・甕が微量出土して

いる。 

【ＳＤ375 溝跡】（第 22・33 図） 

調査区中央で確認した南北溝跡で 19.50ｍ分を検出した。ＳＢ438・439建物跡、ＳＤ372・373・374・
376・381 溝跡より古い。上幅 1.00～1.40ｍ、下幅 1.00～1.12ｍ、深さは 18 ㎝ある。底面は平坦で、
壁は急に立上る。方向はＮ－21°－Ｅである。堆積土は 3層に分けられる。2・3層は明黄褐色粘土で
壁の崩壊土、1層は黒色砂質シルトであり、いずれも自然堆積とみられる。 
遺物は堆積土から非ロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器坏が少量出土している。須恵器坏は回転ケ

ズリが施されている。 

【ＳＤ384 溝跡】（第 22・33 図） 

調査区東側で確認した南北溝跡で8.60ｍ分を検出した。ＳＢ437建物跡、ＳＤ387・388・389・393

溝跡より新しい。上幅2.40ｍ、下幅1.45ｍ、深さは40㎝ある。底面は平坦で断面形は逆台形である。

方向 
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はＮ－21°－Ｅである。堆積土は3層に分けられる。3層は明黄褐色粘土で壁の崩壊土、1・2層は黒

色砂質シルトであり、いずれも自然堆積とみられる。 

遺物は堆積土から常滑産中世陶器の甕（第34図 3）、龍泉窯系画花文青磁碗（第34図 5）が出土し

ているほか、非ロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器坏・高台坏・蓋・甕が出土している。 

【ＳＤ386 溝跡】（第 22・33 図） 

調査区東側で確認した南北溝跡で7.80ｍ分を検出した。ＳＤ374・377溝跡より新しく、ＳＫ463土

壙、ＳＤ372・387溝跡より古い。上幅30～80㎝、深さは20㎝ある。底面はほぼ平坦で、壁はゆるや

かに立上る。方向はおおよそ南北方向である。堆積土は黒色砂質シルトの自然堆積土である。 

遺物は堆積土から非ロクロ調整の土師器甕、須恵器坏・ ・甕が微量出土している。須恵器坏は回

転ケズリが施されている。 

【ＳＤ387 溝跡】（第 22・33 図） 

調査区東側で確認した東西溝跡で 31.00ｍ分を検出した。ＳＢ436・516 建物跡、ＳＫ460 土壙、Ｓ

Ｄ374・386・388・394 溝跡より新しく、ＳＥ395 井戸跡、ＳＤ384・390・391 溝跡より古い。南北方

向のＳＤ459 とは一連の溝の可能性がある。上幅 0.50～1.20ｍ、深さは 30 ㎝ある。底面はほぼ平坦

で、壁はゆるやかに立上る。方向は東西方向である。堆積土は黒色砂質シルトで、自然堆積とみられ

る。 

遺物は堆積土から非ロクロ調整の土師器甕、須恵器坏・甕・把手付甑（第34図 1）、石製品（第 34

図 6）が少量出土している。 

【ＳＤ390 溝跡】（第 22・33 図） 

調査区東側で確認した南北溝跡で8.40ｍ分を検出した。ＳＤ393・394・461溝跡より新しい。上幅

2.10ｍ、下幅1.20～1.65ｍ、深さは40㎝ある。底面は平坦で、断面形は逆台形である。方向はＮ－8°

－Ｅである。堆積土は4層に分けられる。4層は地山ブロック主体で壁の崩壊土、1～3層は黒色砂質

シル
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トが主体で、いずれも自然堆積とみられる。遺物は出土して

いない。 

【ＳＤ397 溝跡】（第 22・33 図） 

調査区西端で確認した東西溝跡で 5.30ｍ分を検出した。

ＳＫ479 土壙、ＳＤ396・398 溝跡より古い。上幅 88 ㎝、下

幅 50 ㎝、深さは 40 ㎝ある。方向はおよそ東西方向である。

底面はほぼ平坦で、壁は急に立上る。堆積土は3層に分けら

れる。3 層が褐色粘土、2 層が褐色砂質シルト、1 層が地山

ブロックを多量に含む黒色砂質シルトであり、本溝は人為的

に埋戻されたと考えられる。 

遺物は堆積土から常滑産の中世陶器大甕（第 34図 2）が出
土している。 

 
4．Ｏ区 

調査対象地域南東部のＪＲ陸羽東線に沿う調査区である。

掘立柱建物跡6、井戸跡1、竪穴遺構1、土壙2、溝跡9を確

認した。遺構は調査区全体に認められるが、密度は薄い。遺

物は井戸跡、竪穴遺構などから土師器、須恵器が出土してい

る。 

 

（1）掘立柱建物跡 

6 棟確認したが、全容が分かるものはない。建物跡の方向

は①北で西に振れるもの（Ｎ－6°－Ｗ ＳＢ453）、②北で

東に振れるもの（Ｎ－6～10°－Ｅ ＳＢ450～452・454）、

③東に大きく振れるもの（Ｎ－38°－Ｅ ＳＢ455）がある。

柱穴は30㎝前後の方形で、柱痕跡は径12㎝前後である。柱

穴埋土は地山粒を少量含む黒色または黒褐色砂質シルトが

主体である。 

【ＳＢ451 建物跡】（第 35 図） 

調査区北端で確認した南北3間、東西2間以上の南北棟と

みられる建物跡である。ＳＢ450 建物跡、ＳＫ430 土壙より

古い。 

柱穴は 5 箇所で検出しており、4 箇所で径 12 ㎝ほどの柱

痕跡を確認している。平面規模は南北が桁行が東側柱列で総

長5.12ｍ、柱間寸法は北から2.16ｍ、1.58 
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ｍ、1.38ｍ、梁行は南妻で総長1.88ｍ以上ある。方向は東側柱列で測るとＮ－10°－Ｅである。柱穴

は一辺30～40㎝の方形で、深さは南東隅柱で22㎝ある。柱穴埋土は地山ブロックを少量含む黒色シ

ルトが主体である。遺物は出土していない。 

 

（2） 井戸跡 

【ＳＥ425 井戸跡】（第36図） 

調査区南側で確認した井戸跡である。ＳＤ429 溝跡より古く、ＳＫ428 土壙より新しい。平面形は

円形で、径は確認面が 1.50ｍ前後、底面付近は 44 ㎝である。断面形はロート状である。堆積土は 4

層に分けられる。4層は黒色粘土、3層はオリーブ黒色粘土、2層は暗オリーブ灰色砂質シルト、1層

は黒褐色砂質シルトであり、いずれも自然堆積とみられる。 

遺物は堆積土から出土している（第 36 図）。4 層上面からは非ロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器

甕、手づくね土器が出土している。土師器は坏が内黒の在地のものに加えて内面ナデ調整の関東系土

師器（1・2）がある。小型甕は外面にケズリが施されている（5）。手づくね土器は指オサエのみの粗

い仕上げである（3・4）。3層上面からは非ロクロ調整の土師器甕が出土している（6）。器形からみて

関東系土師器とみられる。このほか1～3層から非ロクロ調整の土師器坏・高坏・甕、須恵器高台坏、

手づくね土器が出土している。土師器坏は有段丸底のほか、関東系土師器もある。須恵器高台坏は回

転ケズリが施されている。 
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（3） 竪穴遺構 

【ＳＸ422 竪穴遺構】（第35・37 図） 

調査区北側で確認した。ＳＤ421溝跡より新しい。 

南北は2.30ｍあり、平面形は方形とみられる。底面はほぼ平坦で、壁は急に立上る。上部は北側で

やや開き、南は段を形成する。断面形はビーカー形で、深さは調査区西壁で1.00ｍある。堆積土は大

別2層に分けられ、さらに第2層は5層、第1層は2層に細分される。第2層（3～7）は7が黒色粘

土、5・6 が黒褐色粘土質シルト、4 は炭化物を多量に含む焼土層、3 は黒褐色砂質シルトである。4

は自然堆積で埋まる過程で、焼土や炭化物を廃棄したものと考えられる。3 まで埋まった段階でピッ

トが造られ、その後凹地に第1層（1・2）の黒色砂質シルトが堆積している。 

遺物は底面から須恵器高盤、堆積土から非ロクロ調整の土師器坏・盤・甕、須恵器坏・高盤・甕が

出土している（第 37 図）。高盤は脚部のみ（2）で、堆積土の土師器坏や高盤のうち内面ナデ調整の

ものは関東系土師器である。須恵器坏は静止糸切りののち手持ちヘラケズリが施されている（1）。 

 

（4） 土壙 

調査区北端と南側で2基確認した（ＳＫ428・430）。いずれも径80㎝前後の円形を基調とする小規

模なものである。 

【ＳＫ428 土壙】（第35・38 図） 

調査区南側で確認した。ＳＥ425井戸跡より古い。平面形は径70㎝前後の円形とみられる。底面は

ほぼ平坦で、壁は底面からゆるやかに立上る。深さは調査区西壁で 64 ㎝ある。堆積土は 3 層に分け

られるが、いずれも黒褐色シルト主体の自然堆積土である。遺物は出土していない。 

 

（5） 溝跡 

9 条確認した。このうちＳＤ447はＳＤ424北側の西壁で確認している。上幅から①2.30～2.50ｍの

もの 
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（ＳＤ424・427）、②1.00ｍ前後のもの（ＳＤ421・426）のもの、③0.30ｍ前後のもの（ＳＤ429・448・

449）に分けられる。方向はａ）東西方向のもの（ＳＤ424・427・449）、ｂ）南北方向のもの（ＳＤ

423・429）、ｃ）北で西に振れるもの（ＳＤ421・448）、ｄ）北で東に振れるもの（ＳＤ426）がある。

深さは1.10ｍのＳＤ424を除けば0.30～0.50ｍのもの（ＳＤ426・427）と20㎝以下のもの（ＳＤ421・

423・429・448・449）があり、全体的に浅い。堆積土はいずれも黒色または黒褐色シルトを主体した

自然堆積土である。 

【ＳＤ424溝跡】（第35・38図） 

調査区中央で確認した東西溝跡で3.00ｍ分を検出した。上幅2.30ｍ、下幅1.20ｍ、深さは1.10ｍ

ある。底面は壁が立上るところで窪む部分があるが、おおむね平坦である。壁は底面からゆるやかに

立上り、断面形は逆台形である。方向はほぼ東西方向である。堆積土は3層に大別される。第3層（7・

8）は地山ブロックを主体としており、壁の崩壊土とみられる。第 2 層（2～6）は黒褐色の細砂と砂

質シルトの層が互層になっており、自然堆積土である。第 1 層（1）は地山ブロックを多量に含む黒

色シルトで、人為的な埋土である。遺物は出土していない。 

【ＳＤ426溝跡】（第35・38図） 

調査区南側で確認した溝跡で9.50ｍを検出した。ＳＤ427・449溝跡より新しい。 

上幅 86 ㎝、下幅 56 ㎝、深さは 32 ㎝ある。底面はほぼ平坦で、壁は底面から垂直に立上り、上部

で開く。断面形はビーカー形である。方向はＮ－27°－Ｅである。堆積土は4層に分けられる。3・4

層はオリーブ色粘土、2 層は暗褐色砂質シルト、1 層は黒褐色砂質シルトで、いずれも自然堆積とみ

られる 

遺物は非ロクロ調整の土師器坏・甕、須恵器甕が微量出土している。土師器坏は有段丸底である。 

【ＳＤ427溝跡】（第35・38図） 

調査区南側で確認した東西遺跡で 2.90ｍ分を検出した。ＳＤ429 溝跡より新しく、ＳＤ426 より古

い。 
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上幅2.48ｍ、下幅2.18ｍ、深さは調査区西壁で34㎝ある。底面は平坦で、壁は急に立上り、断面

形は皿状である。方向はＥ－4°－Ｓである。堆積土は3層に分けられる。3層は地山ブロックを主体

とし、2 層はオリーブ黒色粘土、1 層は地山ブロックを多量に含む黒褐色砂質シルトで、本溝は人為

的に埋戻されている。遺物は出土していない。 



5．表土等の出土遺物 

第Ⅰ層の出土遺物や中世の溝跡から出土した古代の遺物を一括した（第 39 図）。1は小型の有段

丸底の土師器坏である。口縁部はヨコナデののちミガキが施されている。2は小型の高台坏である。

口縁部が直立気味になっている。3～5 は須恵器坏で、器形は 3が逆台形、4・5が皿形である。底

部は 3・5 がヘラ切り、4 は静止糸切りののち回転ケズリが施されている。6 は桶巻き作りの平瓦

である。凸面に正格子タタキが施されている。7・8 は一枚作りの平瓦で、凸面には縄タタキが施

されている。8の側面はケズリののちに指オサエがみられる。9は調査区周辺で表採した板碑であ

る。種子はバン（大日如来）である。 
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第四章 考 察 

 

今回の調査で発見した遺構は掘立柱建物跡 66、掘立柱列跡 1、井戸跡 14、竪穴遺構 10、土壙 56、

溝跡 74 などである。出土遺物には土師器・須恵器・陶器・磁器・瓦・石製品・木製品があり、総量

はテンバコで 15 箱になる。これらを時代別にみると、奈良・平安時代と中世以降に大別できる。遺

構は調査区の制限から全形を検出したものはきわめて少なく、土器がまとまって出土した例もない。

そこで、遺構の種別ごとに特徴と年代を述べ、最後にこれまでの調査成果との比較検討をとおして時

代ごとの概要をまとめることとしたい。 

 

Ａ．奈良・平安時代 

1．遺構の特徴と年代 

すべての調査区で確認したが、とくにＬ－3 区とＮ－1～3 区にかけての部分で掘立柱建物跡や井戸

跡、溝跡を多数検出しており、竪穴遺構もこの区域に集中する。 

① 掘立柱建物跡・掘立柱列跡 

古代の掘立柱建物跡は59棟検出した。 

<年代>遺構の重複関係や出土遺物から年代を特定できる建物はない。中世の建物とは方向や埋土が異

なっているため、古代の建物と考えた。後述する遺構を含めた各調査区での出土遺物の年代観から、

古代の掘立柱建物跡や掘立柱列跡は8世紀代を中心とするとみられる。 

<規模・構造・建替>桁行3間、梁行2間程度で、床面積が30㎡以下の小規模なものが主体であるが、

桁行が5間を超える大規模な建物も少数存在する。構造は側柱と総柱のものがあるが、前者が大部分

を占める。後者は3棟のみで、床面積が10㎡ほどと小規模である。床張りは1棟認められる。（ＳＢ

323）。この建物は周辺と比較して柱痕跡が太く、規模が大きい。廂をもつもの、廂または縁をもつも

のは3棟と少ない。建替えも3棟で認められるだけである。 

<柱穴>平面形はａ：平面形が方形を基調とし、一辺 80 ㎝以上と大形の掘方をもつもの、ｂ：平面形

は方形を基調とし、一辺 50～70 ㎝の中形の掘方をもつもの、ｃ：平面形は不整方形で、一辺 30～40

㎝の小形の掘方をもつものに大別できる。 

<方向・重複関係>Ａ：北で西に振れるもの、Ｂ：ほぼ真北方向のもの、Ｃ：北で東に振れるものに大

別できる。数的にはＡ－20 棟、Ｂ－12 棟、Ｃ－26 棟となり、Ａ・Ｃが多い。また、新旧関係は少数

ながらＡ→Ｂ（ＳＢ414→419、ＳＢ402→ＳＢ359・403）、Ｂ→Ｃ（ＳＢ337→335）という関係が認め

られるので、大きくはＡ→Ｂ→Ｃへと変遷するとみられる。さらに、同方向をとるものでも位置的に

重複するものがある。Ａが古い時期に位置付けられることは、官衙内部における小館地区の建物跡の

傾向と一致する（第11表）。 

② 井戸跡 

古代の井戸はＬ－3区で3基、Ｎ－2区で4基、Ｏ区で1基検出した。 
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<年代> 

【ＳＥ311】上層に灰白色火山灰が認められる。下層からは非ロクロ調整の土師器有段坏や須恵器坏

で静止糸切りののち回転ケズリや手持ちケズリ（第 9 図 1）が施されるもの、皿形でヘラ切り無調整

のものがあることから、8世紀前半から中頃とみられる。 

【ＳＥ312】廃絶後、側を抜取って埋戻されている。ＳＥ311と近接しており、同時存在はあり得ない。

両者とも同じ構造をとること、ＳＥ311が廃絶後埋戻されていないことから、312→311という前後関

係が考えられる。したがってＳＥ312の年代は8世紀前半以前とみられる。 

【ＳＥ321】堆積土から銅椀模倣の椀（第9図 2）を含む非ロクロ調整の土師器が出土しており、8世

紀代とみられる。 

【ＳＥ367】堆積土から非ロクロ調整で扁平な土師器有段坏（第 26 図 3・4）や関東系土師器坏（第

26図 1）が出土している。後者は厚手で、褐色を呈する。有段坏の特徴から8世紀前半とみられる。 

【ＳＥ364】廃絶後、側を抜取って埋戻されている。ＳＥ367と近接しており、同時存在はあり得ない。

双方とも同じ構造をとるとみられること、ＳＥ367が廃絶後埋戻されていないことから、364→367と

いう前後関係が考えられる。したがってＳＥ364 の年代は 8 世紀前半以前とみられる。これは堆積土

から出土した関東系土師器坏（第26図 2）の年代観（7世紀後葉～8世紀前葉）と矛盾しない。 

なお、ＳＥ360・364とＳＤ356、ＳＫ369は出土遺物に接合関係が認められるため、ほぼ同時期の以

降と考えられる。 

【ＳＥ360】堆積土から非ロクロ調整の土師器が出土している。このうち高盤はＳＥ364と同一個体（第

29図 4）であることから、8世紀前半以前とみられる。 

【ＳＥ358】埋土から非ロクロ調整の土師器が出土し、回転ケズリの須恵器坏があることから、8世紀

代とみられる。 

【ＳＥ425】下層から非ロクロ調整の土師器が出土している。関東系土師器坏2点（第36図 1・2）は

本遺跡小館地区ＳＩ236 住居跡（宮城県多賀城跡調査研究所：1984）に類似するものがあり、7 世紀

後葉～8世紀前葉とみられる。 

<位置>井戸は 7 世紀後葉～8 世紀代に機能しており、掘立柱建物跡の年代と一致する。井戸の位置を

みると建物とは別の場所に作られ、周辺は空閑地となっている。また、近接する井戸は同時存在では

なく、古い井戸の作り替えが場所をずらして行われたものであり、井戸の位置はある程度限定されて

いたと考えられる。 

<構造・規模>井戸側をもつものと素掘りのものとがある。前者はａ：方形の側をもつもの（ＳＥ364・

367）、ｂ：刳抜きの側をもつもの（ＳＥ311・312）、ｃ：抜取りのため側の構造が不明なもの（ＳＥ

358）とがある。ａは側の上部が抜取られており、細部の構造については不明である。下部の側の大

きさは一辺 40～50 ㎝である。ｂの 312 は掘方の中段にステップを設け、そこに側の拡がりをおさえ

る板を据えていた。素掘りの3基（ＳＥ321・360・425）は下部が径40～50㎝の円形で、側の痕跡は

認められなかった。古代の井戸は側をもつものが大部分であることから、最下部には水溜の曲物を置

いたとみられ、あるいはその上にも曲物を重ねた可能性もある。 
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③ 竪穴遺構 

Ｌ－3区・Ｍ区・Ｎ－3区・Ｏ区でそれぞれ1基、Ｎ－1区・Ｎ－2区で3基ずつ検出した。規模は

一辺が2.5～3ｍの方形を基調とし、底面はほぼ平坦である。 

<年代> 

【ＳＸ303】底面から皿形でヘラ切り無調整の須恵器坏（第13図 3）、堆積土から非ロクロ調整の土師

器が出土していることから8世紀後半代とみられる。 

【ＳＸ351】埋土から非ロクロ調整の土師器坏・高坏・甕（第 20 図 2～4）、静止糸切りののち回転ケ

ズリが施された須恵器坏が出土している。土師器坏は在地の有段坏のほかに関東系土師器がある。8

世紀前半代とみられる。 

【ＳＸ352】下層から非ロクロ調整の土師器有段坏、須恵器は回転ケズリが施された坏や扁平な宝珠

つまみをもち口縁端部が短く折れる蓋が出土している（第28図 1・4）。下層上面からは関東系土師器

坏、須恵器は皿形でヘラ切り無調整の坏や高台坏が出土（第28図 2・3・5）しており、8世紀後半代

とみられる。 

【ＳＸ353】下層から非ロクロ調整の土師器やヘラ切りののち回転ケズリが施された須恵器坏（第 28

図 7）が出土しており、8世紀前半代とみられる。なお、上層の土師器坏には関東系土師器がある。 

【ＳＸ422】底面から須恵器高盤（第37図 2）、堆積土から非ロクロ調整の土師器や静止糸切りののち

手持ちケズリが施された須恵器坏（第37図 1）が出土していることから、8世紀前半代とみられる。 

このほかＬ－3区ＳＸ320、Ｎ－1区ＳＸ343・349、Ｎ－3区ＳＸ371は、堆積土から非ロクロ調整の

土師器が出土していることから8世紀代とみられ、竪穴遺構は掘立柱建物や井戸と同時期と考えられ

る。 

<機能>掘立柱建物と同時期で、それが密集する場所に認められる。こうした例は多賀城市山王遺跡多

賀前・伏石・八幡地区に認められる（註1）。伏石地区では堆積土の遺物から、工房または作業所の可

能性を考えている（佐藤則之ほか：1997）。本遺跡の竪穴遺構は伏石地区に較べて小型であることか

ら、工房または作業所に加えて収蔵施設（物置）の可能性をも考えておきたい。 

④ 溝 跡 

溝跡は74条検出しているが、遺構の特徴や出土遺物から古代と考えられたのは6条（ＳＤ309・325・

350・356・363・375）である。 

<規模・方向>ａ：下幅30～40㎝で断面形がＵ字もしくは箱形になるもの（309・325・350・356・363）

とｂ：下幅 100 ㎝ほどで断面が浅い箱形のもの（ＳＤ375）とに分けられる。方向はａが真北もしく

は西偏するのに対して、ｂは北で東に傾く。 

<年代>ＳＤ356は上層から非ロクロ調整の土師器が出土している。図示した土師器坏・高盤（第29図

1～4）は関東系土師器で、坏は本遺跡小館地区ＳＩ1324住居跡（古川市教育委員会：1994）に類似す

るものがある。ＳＩ1324は7世紀後葉頃とみられるが、本溝は上層から出土していることを考慮して、

機能時の年代を7世紀後葉～8世紀前葉の間と幅をもたせておく。したがって、これより古いＳＤ363

は 8 世紀前葉以前とみられる。他の溝の年代は堆積土から非ロクロ調整の土師器が出土しており、8

世紀代とみられる。 
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<機能>古代の溝跡は8世紀代と中心とするもので、掘立柱建物や井戸・竪穴遺構と同時期であること

から、これらを区画したものと考えられる。ａタイプについては断面形から材木塀の掘方である可能

性を考えたが、いずれの場合も明確な材痕跡を確認することができなかった。 

 

2．奈良・平安時代における官衙と南外側の様子（第 40 図） 

今回の調査区は名生館官衙遺跡とは沢（名生城期の堀）をはさんだ南にあたる。古代の遺構の年代

は8世紀代を中心とし、一部7世紀に遡るものがあった。掘立柱建物、井戸、竪穴遺構などから構成

され、内部は溝で区画されていた。建物のなかには少数であるが総柱のものがある。宮城県内の古代

集落でこうした構成をとるのは、多賀城市山王遺跡多賀前・八幡・伏石地区（菅原弘樹ほか：1996、

佐藤則之ほか：1997）や宮崎町壇の越遺跡（八嶋ほか：1998）である。前者は陸奥国府多賀城の、後

者は賀美郡家・東山遺跡の南に隣接する。この時期の一般集落は竪穴住居を主体とし、井戸はほとん

ど伴わない（小井川・村田：1994）。したがって名生館官衙南側の集落は、官衙に近接すること、集

落の構成要素から一般集落と異なり官衙と密接なかかわりを持っていたと考えられる。 

官衙内部は、これまでの調査で城内地区や小館地区の様相が明らかになってきており（宮城県多賀

城跡調査研究所 1981～1986、古川市教育委員会：1987～1996）、大別Ⅳ期に分けて遺構変遷が考えら

れている（鈴木：1991）。その後の調査で第Ⅳ期より新しい遺構が発見されたこともあり、再整理し

たのが第 11 表である（註 2）。これによると 8世紀代の官衙は第Ⅱ～Ⅳ期にあたり、政庁が城内（第

Ⅱ期）→小館南東部（第Ⅲ期）→小館西部（第Ⅳ期）へと場所を移しており、性格も丹取郡家および

前身の評家から玉造郡家へと変遷している。 

 63

今回検出した建物群の年代は8世紀代が中心である。これとほぼ同時期の実務官衙の様子は、第Ⅲ

期（8世紀前半～後半）の城内地区や小館地区西部で知ることができる。両地区とも3×2間の掘立柱

建物や竪穴住居を主体とした構成をとっており、官衙南外側が掘立柱建物、井戸、竪穴遺構、溝など

から構成されているのとは様相が異なる。井戸を伴うこと、桁行き5間以上の大型建物や床張りの建

物があることから、生活空間であるとともに格式の高い建物群と考えられる。前述の山王遺跡では東

西大路に面した広い敷地を有する格式の高い建物群を「国司館」と考えていることから、今回検出し

た建物群は郡司をはじめ郡家へ出仕した役人層の住まいとみられる（註3）。 



また、その位置は8世紀前半以降政庁が置かれた小館地区の南正面にあたる。確認調査や上代遺跡の

調査結果（註 4）から、こうした建物群は西にはさほど拡がらず、段丘上の縁辺に沿って南に延び伏

見廃寺にいたるとみられる。郡家周辺には郡司などの役人や郡家の機能維持のために徴発された徭丁

の住まいに加えて、正倉の補完的役割を果たした借屋・借倉、往来官人の従者などの宿泊施設、富豪

層の住まいや収納施設などがあったと考えられている（山中：1994）。また、寺院周辺では営繕施設

や炊事・給食機能を持つ付属施設があったと考えられる。したがって8世紀代の玉造郡家の南から付

属寺院周辺は、掘立柱建物を中心とする建物群が展開しており、そこにある程度の人々が集まってい

た、一般集落とは違った景観が想定される（註5）。 

名生館周辺の集落跡では、西側にある高幌遺跡の様相がある程度明らかになっている（佐藤優：

1996）。調査区内は8世紀後半から9世紀中頃に居住域として利用され、9世紀後半以降は生産域（畑）

に転じている（註6）。前者の時期、集落は掘立柱建物と竪穴住居で構成され、井戸は検出されておら

ず、今回検出した建物群とは構成が異なる。両者は時期的に一部重複するが、高幌の方が新しい。こ

うした違いは、官衙との距離や居住者の違いによるものとみられるが、時期差による可能性もあり、

周辺の調査成果の蓄積を待ちたい（註7）。 

遺物では 7 世紀後葉～8 世紀前葉の関東系土師器が特筆される。関東系土師器は関東地方からの移

民がもたらしたもので、周辺では官衙内はもちろん伏見廃寺東外側（遺跡名は上代遺跡になる）から

出土している。城 官衙・寺院・墳墓・一部の集落などから出土しており、城 や官衙など律令制支

配（＝建郡）を拡大するための諸施設の設置に伴って、その前段階から認められるものである（村田：

1995）。こうした土器が玉造郡家の南外側の建物群から出土したことは、居住者である郡司等の役人

層に坂東の出身者がいたことを示唆し、これは黒川以北十郡（＝辺郡・近夷郡）の郡司が移民系の住

人から任用されるという指摘（熊谷：1990）を裏付けるものといえよう。 

須恵器や瓦では、器形・製作技法や胎土の特徴から生産地が特定できるものがあった。8 世紀前半

の須恵器坏は図示した7点のうち3点が色麻町日の出山窯跡群の製品で、他の4点もその可能性が高

い。8世紀中頃～後半の須恵器食膳具は、図示12点のうち3点が大衡村大衡窯跡群の製品で、他に3

点はその可能性が高い。したがって須恵器食膳具における生産地の割合は、8 世紀前半は日の出山製

品が圧倒的に多く、8世紀中頃から後半代は大衡製品が半数を占めるとみられる。 

大崎地方西部（山道）の奈良・平安時代の須恵器生産は、8 世紀前半は日の出山窯という瓦陶兼業

の一大生産地、8 世紀中頃～9 世紀代は日の出山の工人や技術を引き継いだ大衡窯という継続生産地

を軸として、各地の需要にあわせて小規模かつ短期の窯場を設けたと考えられる。日の出山、大衡と

も製品の供給先は城 ・官衙・寺院とそれらと密接にかかわる集落・墳墓を優先すると考えられ、今

回の名生館遺跡における産地の傾向はこうした状況を示すものといえよう。 

一方、平瓦は三本木町下伊場野窯跡の製品（宮城県多賀城跡調査研究所：1994）が認められた。こ

の瓦は本来、名生館官衙第Ⅲ期政庁もしくは伏見廃寺で葺かれていたものとみられる。判明した下伊

場野窯の供給先としては多賀城同廃寺に次いで3例目となる。今後大崎地方の城 ・官衙・寺院で多

賀城創建期でも古い段階のものに本窯の製品が認められる可能性があり、注意する必要がある。 
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Ｂ．中 世 

中世の遺構はＮ-1・Ｎ-3・Ｏ区で検出した。Ｎ－1・Ｏ区で掘立柱建物跡と溝跡、Ｎ－3区は多数の

溝跡と掘立柱建物跡や井戸跡が認められた。 

<溝跡> 

Ｎ－3 区では溝跡を多数検出している。方向は東西と南北があり、なかには両者がＴ字状に接続す

るものもある（ＳＤ372・374）。このうち常滑産の中世陶器や龍泉窯系の青磁碗といった中世の遺物

が出土しているのはＳＤ372・384・397 である。このほか中世と考えられるものはＳＤ397 より新し

く、ＳＤ372より古いＳＤ396・398、398と一連のＳＤ373である。ここで東西溝の方向をみると、Ｓ

Ｄ374・377・387・388はＳＤ372と同じく東で北に振れることから、中世とみられる。さらに、南北

溝のＳＤ390 は古代のＳＤ375 と方向が異なり、ＳＤ384 と規模・断面形が似るため中世とみられる。

したがって、Ｎ－3区の溝跡はＳＤ375を除いて多くが中世と考えられる。 

Ｎ－1 区の中世の溝跡は、常滑産中世陶器を出土したＳＤ345・348 である。このうち前者はＮ－3

区のＳＤ372と一連と考えられ、南北長は60ｍ以上になる。また、Ｏ区ＳＤ424・427も規模や断面形

からみて中世とみられる。 

<掘立柱建物跡・井戸跡> 

Ｎ－3 区で検出した掘立柱建物跡のうち、ＳＢ431・432・436・442 は方向が古代の建物と異なり・

北で西に振れている。これらはＳＤ372 などの中世の溝跡と方向が同じであり、溝から一定の距離を

おいて建てられていることから、中世の建物跡と考えられる。また、Ｎ－1区のＳＢ417・418建物跡、

Ｏ区のＳＢ455 建物跡は方向が大きく東に振れることから古代ではなく中世の建物跡とみられる。こ

うした建物跡の柱穴は、一辺が30～40㎝の不整な方形で埋土は古代のものに較べてしまりが悪い。 

井戸跡はＮ－3区で 5基確認している。精査を行った4基のうち、3基（ＳＥ379・380・385）は最

下段に水溜の曲物と置いたとみられ、1基（ＳＥ395）は側をもっていたと考えられる。時期はＳＥ395・

470 が中世の溝跡より新しいため中世以降である。また、ＳＥ379・380・385 はいずれも古代の建物

跡と重複し、これより新しい。先述したように古代の井戸は建物と離れて作られていることから、3

基とも中世とみられる。 

<遺構の構成> 

中世の遺構は掘立柱建物跡や井戸跡があり、これらが溝によって区画されていたと考えられる。時

期は大崎氏の居城であった名生城期のものとみられる。溝跡の規模をみると、ａ：上幅が 2ｍを超え

るもの（ＳＤ384・390・424・427）とｂ：1.5ｍ以下のものとがある。13世紀後半から14世紀前半の

屋敷跡が確認された名取市原遺跡をみると、一辺66ｍの方形の敷地外側を幅2ｍの溝が巡り、内部は

幅 1ｍ前後の溝で区画されている（名取市教育委員会：1999）したがって、検出した中世の溝跡のう

ちａは屋敷地の外側を巡り、ｂは屋敷内を細分していたとみられる。ところで第2図をみると、今回

の調査区は名生城南側の堀2と堀3（上幅25ｍ）で囲まれた曲輪の南部に位置する。曲輪の南北は約

330ｍある。曲輪内は大溝が巡る屋敷が建ち並び、屋敷内部も掘立柱建物や井戸がブロック毎に溝で

区画されていたと考えられる（註8）。 
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註 
註 1 山王遺跡の場合、竪穴遺構としているものは遺構や出土遺物からある程度の機能が推定できるものに限られている。

土壙としたもののなかにも本遺跡の竪穴遺構と規模や形が同じものがあり、形は方形だけでなく円形を基調としたも

のもある。 

註 2 遺構期の再整理にあたっては、古川市教育委員会の鈴木勝彦氏、高橋誠明氏に教示いただいた。 

註 3 玉造郡は下郡であるため、郡司は大領・小領・主帳の 3 名である。郡家は、その実務遂行のためにこの 3 名に加え

正規の任命手続きを経ていない郡司（権任郡司・擬任郡司）や定員外の下級職員を抱えていた（山中：1985）。今回

検出した建物群はこうした役人層の住まいと考える。また、小規模な建物で構成されるブロックは、群家の機能維持

のため徭で徴発された「徭丁」と呼ばれる多数の人々の住まいであった可能性が考えられる。 

註 4 上代遺跡の発掘調査は、段丘の縁辺から沖積地に移行する部分で行われた。その結果、9世紀前半～後半の基礎地業、

水田跡およびそれに伴なう水路跡、溝跡、河川跡などが検出された（菅原：1997）。したがって、段丘下は主に耕作

域として利用されていたと考えられる。 

註 5 群家研究を積極的に推し進めている山中敏史氏は、群家周辺のこうした空間を国府に対して「群府」と仮称してい

る（山中：1994）。 

註 6 高幌遺跡の調査成果については、古川市教育委員会の佐藤優氏に教示いただいた。 

註 7 9 世紀代の郡司等役人層の住まいの様子が不明である。周辺の調査でこうした建物群が確認されれば、高幌遺跡との

比較が可能になる。 

註 8 今回の調査区の西には御所館跡がある。方形の屋敷の周囲を巡る堀と土塁が残っていたという話である。両者の関

係については、来年度以降御所館に近い部分を調査するためその結果を待って考えることとしたい。また、ＳＤ384

遺跡から出土した龍泉窯系画花文青磁碗の生産年代は、12 世紀中頃～13 世紀前半である。小館地区からは 12～13

世紀に位置付けられたＳＸ273 かわらけ焼成窯跡が確認されている（宮城県多賀城跡調査研究所：1984）。したがっ

て、鎌倉時代の遺構があった可能性もあるが、その時期の遺物がまとまって出土していないため、今のところ中世の

遺構は、名生城期のものと考えておきたい。 

 
 
 
 

第五章 まとめ 

 

1． 今回の調査区は名生館遺跡の南側、古代玉造郡家と考えられる官衙の南外側に位置する。発見

した遺構は古代と中世である。 

2． 古代の遺構は調査対象地全域に分布するが、とくにＬ－3・Ｎ－1～3区の密度が高い。年代は8

世紀代が中心である。掘立柱建物・井戸・竪穴遺構・溝で構成される建物群であり、一般集落と

は様相が異なる。また、同時期の名生館官衙内の実務官衙が3×2間の掘立柱建物と竪穴住居を主

体とする構成とも異なる。井戸を伴うこと、大型で床張りの建物があることから生活空間である

とともに格式の高い建物群とみられ、郡司をはじめ郡家へ出仕した役人層の住まいとみられる。

こうした建物群からなる集落は段丘上の縁辺に沿って南に延び伏見廃寺にいたるとみられ、一般

集落とは違った景観を呈していたと推定される。 

名生館周辺の集落跡では、西側にある高幌遺跡の様相がある程度明らかになっている。8世紀後

半から 9 世紀中頃の集落は掘立柱建物と竪穴住居で構成され、井戸は検出されなかった。こうし

た違いは、官衙との距離や居住者の違いによるものとみられるが、時期差による可能性もあり、

周辺の調査成果の蓄積を待ちたい。 

 67



3． 中世の遺構は大崎氏の居城名生城期のものと考えられ、掘立柱建物や井戸が溝によって区画さ

れていたと考えられる。溝跡には上幅が2ｍを超えるものと1.5ｍ以下のものとがあり、前者は屋

敷地の外側を巡り、後者は屋敷内を細分していたとみられる。今回の調査区は名生城南側の堀 2

と堀 3 で囲まれた曲輪の南部に位置する。曲輪内には大溝が巡る屋敷が建ち並び、それぞれの屋

敷内部は掘立柱建物や井戸がブロック毎に溝で区画されていたと考えられる。 
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調 査 要 項 

 

遺 跡 名：萩田遺跡（はぎたいせき） 

（宮城黒遺跡地名表記載番号：26039、遺跡記号ＴＫ） 

所 在 地：宮城県栗原郡高清水町字上萩田 

調査原因：ほ場整備事業に伴う道路・水路敷設部分の調査 

調査主体：宮城県教育委員会 

調査担当：宮城県教育庁文化財保護課 

天野順陽、吉野 武 

調査期間：1999 年（平成 11 年）4月 12 日～5月 11 日 

調査面積：約 3300 ㎡ 

調査協力：高清水町教育委員会 
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第Ⅰ章 はじめに 

 

萩田遺跡は高清水町の中心部から約2㎞南西の高清水町字上萩田に所在する（第1図）。高清水町は

奥羽山脈から東に派生する築館丘陵の末端に位置する。この丘陵は同町で高度を減じてなだらかにな

り、近くを東流する善光寺川・小山田川・透川によって開析されている。その結果、高清水町の地形

は樹枝状を呈しており、丘陵は上記の河川を境に北部・西部・南部の3ヵ所に分かれている。このう

ち萩田遺跡は南部の丘陵に所在し、透川の右岸に面した標高20～30ｍの丘陵麓に立地する。現況は標

高の高いところは畑、低いところは水田となっている。 

萩田遺跡では縄文土器（晩期）、弥生土器（大泉式・桝形囲式）、土師器、須恵器、石器などが採集

されており、縄文時代、弥生時代、古代の遺跡として登録されている。特に弥生時代については特有

の石器である蛤刀石斧が出土しており、早くから注目されている（伊東 1957）。周辺には他にも多く

の遺跡がある。比較的、縄文時代と古代の遺跡が多いが、なかには弥生時代の遺跡もみられる。 
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第Ⅱ章 発掘調査の成果 

 

1 調査の方法と経過 

今回の調査は圃場整備事業に伴うもので、遺跡北半の縁辺を巡る道路と水路部分の調査である（第

2図）。調査は水路部分（第2図16～18）は事前調査を行ない、道路部分（未舗装）は確認調査（1～

15・17・18 西側拡張部分）にとどめることになった。また、遺跡の東側の範囲を明確にするために、

沢を挟んだ隣接地の確認調査（19～24）も同時に行なうことにした。 

調査は4月 12日から開始した。調査区は遺構の有無をみながら設定した。調査の結果、検出された

遺構は平・断面図作成と写真撮影による記録をした。平面図の作成にあたっては、遺跡内にある国家

座標Ｘ＝－150.000、Ｙ＝14.200 を座標原点（0・0）とした東西・南北の基準線をもとに 3ｍ毎の方

眼を組んで行なった。平面図は簡易遣り方測量により縮尺1/20と1/40の平面図を併用して作成した。

断面図は縮尺1/20で適宜作成した。写真は35㎜の白黒フィルムとカラースライドを用いて撮影した。

調査は以上の方法で行ない、5月 11日に終了した。 

2 発見された遺構と遺物 

遺構の検出は地山面（ローム層）で行なった。その結果、遺跡北半の縁辺は開田の際に大幅に破壊

されており、遺構はＡ・Ｂ・Ｃの地点で掘立柱建物跡が 3 棟、溝跡が 8 条検出されたのみであった。

遺物はこれらの遺構と周辺から縄文土器・弥生土器・土師器・青磁の小破片と石器が整理用コンテナ

で
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1 箱出土した。また、Ｂ地点では平成 8 年度の試掘調査の際に土偶が採集されている。以下、各地点

の遺構と遺物について述べる。なお、遺跡東側の隣接地では遺構・遺物は検出さなかった。 

Ａ地点（第2図 1、第3図） 

東西にのびる溝跡1条（ＳＤ1）が検出された。規模は長さ 11.9ｍ以上、幅 0.8～1.0ｍで、深さは

20㎝である。断面形はＵ字形である。堆積土は砂を互層に含む黒色の砂質シルトで、自然流入土であ

る。方向はＥ－6°－Ｓである。遺物は縄文土器（図版2－1）、弥生土器（2）、土師器の破片が少量と、

近世以降の青磁（5）の破片および石鏃（6）が各1点出土している。溝の年代は近世以降と思われる。 

Ｂ地点（第2図 16、第3図） 

溝跡が4条（ＳＤ2～5）検出された。東西にのびるＳＤ2・3と南北にのびるＳＤ4・5とがある。こ

のうちＳＤ4・5は重複しており、ＳＤ4が新しい。各溝とも調査区の制約のため長さは不明だが、検

出長は最も長いＳＤ4が 21.9ｍ、最も短いＳＤ3が1.6ｍである。幅と深さはＳＤ3・4が幅0.5～1.0

ｍ、深さ20～40㎝とやや大きく、ＳＤ2・5は幅0.3ｍ、深さ10㎝前後の小溝である。断面形はいず

れもＵ字形である。堆積土は、各溝とも地山土や酸化鉄を粒状に少量含む黒色または黒褐色の粘土質

シルトで、自然流入土である。方向はＳＤ2がＥ－25°－Ｓ、ＳＤ3がＥ－3°－Ｎ、ＳＤ4がＮ－4°

－Ｗ、ＳＤ5 がＮ－10°－Ｅである。遺物はＳＤ2 から弥生土器（図版 2－3）、土師器甕（4）の破片

が少量と石器の剥片が少量出土したのみである。 

年代は、ＳＤ2が古代以降と考えられる。他は遺物がないため不明だが、堆積土の状況がＳＤ2と類

似することから、それらも同様と思われる。 

〈Ｂ地点採集の土偶〉（第4図）  

土偶は棒状を呈した胴部の破片である。横断面は楕円形で、中実である。大きさは長さ9.4㎝以上、

幅3.4㎝前後、厚さ1.9㎝である。全体にミガキ調整された後に、沈線や隆帯、勅突で文様が描かれ

ている。上半は沈線で正中線がひかれ、その左右から横走する2本の平行沈線が背面に回り込む。ま

た、背面には沈線で6字状の文様が描かれている。腰部にあたる下半は、一部失われているものの隆

帯が表裏をめぐって横に貼り付けられていたとみられ、その上部には横走する沈線がひかれている。

また、隆帯から下には刺突が施されている。こうした文様は縄文時代晩期末から弥生時代にかけての

土偶にみられる（会田1979、佐藤 1996）。したがって、この

土偶も同じ頃のものと思われる。 

Ｃ地点（第2図 17・18、第5図）  

この地点は東半が開田の際に大きく壊されている。遺構は

西半を中心に掘立柱建物跡が3棟（ＳＢ9～11）、溝跡が3条

（ＳＤ6～8）検出された。 

掘立柱建物跡には東西 2 間以上、南北 2 間のＳＢ9、南北 4

間、東西1間以上のＳＢ10、南北2間以上、東西1間以上のＳ

Ｂ11がある。これらの建物の柱穴は長径0.2～0.3ｍの隅丸長

方形や楕円形で、深さはＳＢ9の南西隅柱で55㎝である。埋 



土はいずれも地山ブロックを含む黒色シルトである。柱痕跡は直径 10 ㎝程の円形で、堆積土は地山

土の粒を少し含む黒色の粘土質シルトである。遺物はＳＢ10の北西隅柱から土師器甕の破片が1点出

土したのみである。なお、建物のうちＳＢ9・11は後述の溝跡ＳＤ7より新しい。 

㎝ はいずれもＵ字形である。堆積土は、各溝とも地山土の粒を少し含

む

溝跡には逆「コ」字状を呈するとみられるＳＤ6と、南北溝ＳＤ7・8がある。ＳＤ6はＳＢ10 を囲

むようにのびており、ＳＢ10に伴う溝と考えられる。また、ＳＤ6はＳＤ7・8より新しい。一方、Ｓ

Ｄ7 はＳＢ9・11 より古い。これらの溝の規模はＳＤ6 が長さ 12.1ｍ以上、幅 0.3～0.6ｍ、ＳＤ7 が

長さ7.5ｍ以上幅0.3～1.1ｍ、ＳＤ8が長さ2.6ｍ以上、幅0.3～0.4ｍである。深さはＳＤ6・7が 20

、ＳＤ8 が 5 ㎝である。断面形

黒色のシルトで、自然流入土である。方向はＳＤ6 が南北部分でＮ－26°－Ｅ、ＳＤ7 がＮ－19°

－Ｅ、ＳＤ8がＮ－30°－Ｅである。これらの溝から遺物は出土しなかった。 
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掘立柱建物跡と溝跡の年代は、ＳＢ10とそれに伴なうＳＤ6が古代以降と考えられる。他は遺物がな

いため不明だが、柱穴や堆積土のあり方がＳＢ10やＳＤ6と類似するので、それらも同様と思われる。 

 

 

第Ⅲ章 まとめ 

半の縁辺部の調査を

行なった。また、遺跡東側の範囲を明確にするために、隣接地の確認調査も行なった。 

3． その結果、北半の縁辺部は開田時に大幅に破壊されており、遺構はＡ・Ｂ・Ｃの地点で古代以

降の掘立柱建物跡 3 棟、溝跡 7 条、近世以降の溝跡 1 条が検出されたのみであった。遺物はこ

れらの遺構とその周辺から縄文土器・弥生土器・土師器・青磁の破片と石器、土偶が少数出土

した。なお、東側の隣接地では遺構・遺物は発見されなかった。 
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1． 萩田遺跡は高清水町の中心部から約 2 ㎞南西の高清水町字上萩田に所在し、透川の右岸に面し

た丘陵麓に立地する。 

2． 今回の調査は圃場整備事業に伴うもので、道路と水路がつくられる遺跡北
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【凡 例】：1．磨石類 使用した クリーントーンは「磨面」を表したものである。ドットの粗いものは細かいも

のよりざらついた面を示す。この用例以外のものについては、図中に注記を加えた。 

2．図中の方位はすべて座標北を示す。 

 
 
 
 
 

調 査 要 項 
 

遺 跡 名：桑畑Ａ遺跡（くわはたＡいせき） 

（宮城県遺跡地名表登載番号：43055 遺跡記号ＪＰ） 

所 在 地：宮城県粟原郡粟駒町沼倉字桑畑 

調査原因：用水路建設（国営附帯県営かんがい排水事業） 

調査期間：確認調査 1997 年（平成 9年）12 月 15 日 

事前調査 1999 年（平成 11 年）10 月 4 日～10 月 27 日 

調査面積：約 88 ㎡ 

調査主体：宮城県教育委員会 

調査担当：宮城県教育庁文化財保護課 

確認調査  真山 悟、後藤秀一、古川一明 

事前調査  伊藤 裕、岩見和泰 

調査協力：栗駒町教育委員会、築館農林振興事務所、佐藤順太夫（地権者）、佐々木和典（鴬沢

町文化財保護審議委員） 

 
第

第

第

の実測図で 2 種類のス
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第

桑畑

岩ヶ崎

り、栗

遺跡 川上

、縄文時代晩期大洞Ｃ2～Ａ式期の遺物包含層が検出された。（古川一明1992）。 

2．調査に

今回の調 排水事業 迫川上流地区」に伴うものである。工事が計画

された上田用水路の施工区域内に桑畑Ａ遺跡が含まれることになったため、文化財保護課では産業経

済部農地整備課との協議を経て、平成 9 年 12 月に 跡の範囲や遺構の広がりを把握するための確認

調査を行った。大半の部分では表土直下で礫層が露出し遺構は確認されなかったが、一部については

遺構の存在が予測されたため、平成11年 10月に発掘調査を実施することとなった。 

調査は、施工区域のうち確認調査を行うことができなかった約88㎡の範囲を対象として実施した。

この部分は遺跡の西側にあたり、標高約116ｍほどの畑となっている。南側は切り土によって約80㎝

の段差がつけられているため、調査区南端部が低くなっている（第2図）。 

重機によって表土を除去した後遺構確認に移ったが、調査区のほとんどの部分では耕作土（厚さ20

が地山まで及んでいた。地山は礫層、粗砂層、礫混

じりのしまりある砂質 らの層で竪穴住居跡、

で作図し、調査区全体の平面図は平板

成 ロ・カラーリバーサルにより随時記録撮影

した。 

ヶ崎高等学校、栗駒中学校等の教員・生徒、地元の方々が現場見学に訪れた。 

縄文時代の 、ピットなどを検出した（第3図）。これらの遺構はおもに調 

Ⅰ章 はじめに 

 

1．遺跡の位置と環境 

Ａ遺跡は、宮城県北西部の粟駒山麓、栗原郡栗駒町沼倉字桑畑に所在する。栗駒町役場のある

の市街地から北西に約9㎞の地点に位置している。 

遺跡の所在する栗駒町は宮城県の北西端にあたる。北は岩手県一関市、西は秋田県と境を接してお

駒山南麓を源流とする二迫川・三迫川が町内を貫流している。 

は三迫 流域に形成された低位段丘上に立地しており、およそ東西170ｍ南北200ｍのひろが

りを持つ。標高114～116ｍの緩やかな南斜面にあって、大部分は桑畑地区の集落と重なっている。 

桑畑遺跡周辺には、縄文時代の遺跡がいくつか分布している。上
かみ

田
た

遺跡は1991年に発掘調査が行わ

れ

このほか、滝の原遺跡、浦田遺跡、木鉢遺跡では縄文時代中期の遺物が採集されている。 

いたる経過と調査の方法 

査は、「国営付帯県営かんがい

遺

～30㎝）の直下で地山が露出し、耕作による撹乱

シルト層などの河成堆積物が平面的に分布しており、これ

土壙などの遺構を確認して精査を行った。 

各遺構の平面・断面図は任意に設定した基準点を用いて1/20

測量により1/100で作 した。調査の状況は、35㎜モノク

なお調査柱には、岩

 

 

第Ⅱ章 検出した遺構と遺物 

 

竪穴住居跡1軒、土壙22基
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査区北端、南側の段付近の 2 箇所で検出している。出土

遺物には縄文土器、石器があるが、遺構に伴うものは少

数である。 

1．住 居 跡 

ＳＩ01（第4図） 

［位置］ 調査区南側の段付近で検出した。 

［重複］ ＳＫ11・ＳＫ23と重複するが、これらとの新

旧関係は不明である。西半は遺構確認段階で地山が露出

したため、壁～床面にいたるまで削平されていると考え

られる。 

［規模・平面形］ 2 つの撹乱により破壊されているた

め規模・平面形とも不明だが、柱穴と考えられるピット

の位置から推定すると長軸 4ｍ前後の円形基調と考えら

れる。 

［堆積土］ 東側に残存していた1層のみである。 

［壁］ 地山を壁としており、東側の一部を検出した。

残存高は3～14㎝で、緩やかに立ち上がっている。 

［床］ 地山を床面としている。 

［柱穴］ 東半の床面で 8 個のピットを検出した（13・

14・8・15・7・6・17・18）。また床が削平されている部

分や撹乱に破壊されている部分でも 11 個が検出されて

いる（4・9・10・11・16・24・25・22・23・26・27）。こ

のうち柱穴として組み合うと考えられるのは13・14・8・

15・7・6・25・22・26の 9個で、炉を中心とした円形基

調の配列を示している。 

このほか 27・10・9・12・19・20・21・23 の 8 個のピ

ットも円形基調の配列を示しており、ＳＩ01と重複する

別の住居跡に伴う柱穴と考えられる。 

ピットの堆積土はいずれも黒褐色粘土質シルトで、小

礫や炭化物を含む。 

［炉］ 住居跡を破壊している撹乱 1 の底面で、焼け面

を検出した。上部の構造は失われているが、長径 45 ㎝、

短径 30 ㎝、深さ 18 ㎝の楕円形で皿状を呈する掘り方が

残存する。地床炉あるいは石囲炉であったと推定される。 
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物］ 堆積土、ピット、炉から縄文土器、石器が出土した。 

縄文土器（第4図） 

51 点が出土したがほとんど小破片である。口縁部は無文帯を持つもの（1、2）、多条沈線により渦

文が描かれるもの（4）がある。体部には多条沈線（3）、連鎖状刺突を持つ隆線（5）、基底幅が広い

隆線（6）で文様が描かれている。（6）は炉堆積土上部に横転した状態で出土した深鉢の体部～底部

である。 

石 器（第4図） 

楔形石器1点、不定形石器4点、剥片・砕片14点（うち二次加工あるもの2点）、礫石器2点が出

土した。不定形石器（8、9）磨石（10）の3点を図示した。 

2．土 壙 

南側のＳＩ01住居跡付近で8基、調査区北端で8基、中央部付近で4基、他よりも低くなっている

南端部で 2 基を検出した。平面形は円形もしくは楕円形を基調とするものが多く、深さは 30 ㎝から

50㎝以内のものが主体である。なお土壙は、構築場所によっては礫層を掘り抜いているものが見られ

る。以下、主要なものについて記載する。 

ＳＫ02（第 5 図） ＳＩ01 住居跡の南西で一部を

検出した。径約0.8ｍの円形もしくは楕円形を呈すと

考えられる。深さは約 40 ㎝で壁はやや急角度に立ち

上がる。堆積土は4層で小礫・微小礫・炭化物などを

含む。 

［遺 物］（第 6 図） 堆積土から縄文土器、石皿 1

点、剥片 3 点が出土した。口縁部破片（1）は 2 本の

沈線により縦長の単位文様が描かれている。 

。

2

[遺

ＳＫ11（第4図） ＳＩ01の東側で一部を検出した

ＳＫ23、ＳＫ27、ＳＩ01 と重複しており、ＳＫ23 よ

り古いが他の2つの遺構との関係は不明である。径約

ｍ深さ7～10㎝で浅い皿状を呈する。堆積土は2層である。 
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ＳＫ23（第 4 図） ＳＫ11 と撹乱 1 の間

で検出した。ＳＫ11、ＳＫ27より新しく、撹

乱 1 より古い。ピット 27 との前後関係は不明である。長径約 95 ㎝、深さ 30 ㎝の楕円形を呈する。

堆積土は小礫を含む黒褐色粘土質シルトである。 

［遺 物］ 堆積土から縄文土器数点、石鏃1点、不定形石器2点、剥片2点、磨凹石1点（第8図

7）が出土した。図示できた土器は、基底幅の広い隆線文の施文された体部破片のみである（第8図 3）。

磨凹石の表裏面にはベンガラと見られる赤色の物質が一部に付着している。また側面の磨面は、表裏

面の磨面よりも粗くざらついている。 

ＳＫ17（第 3図） ＳＩ01の東側で一部検出した。径70㎝深さ25㎝で、断面は逆台形状を呈す。

堆積土は黒褐色砂質シルトである。 

［遺 物］ 堆積土から土製円板1点（第8図 2）、石鏃未成品1点、剥片・砕片4点が出土した。 

［遺 物］ 縄文土器20数点、石鏃未成品1

点。両極剥離痕ある石器1点（第8図 4）、不

定形石器1点（第8図 5）、石核1点、剥片・

砕片14点、石皿1点（第8図 8）、凹石1点

（第8図6）が出土した。図示できた土器は、

沈線と磨消縄文で文様が描かれる体部1点の

みである（第8図 1）。 
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図） 調査区南端の低い部分で検出した。径50㎝前後、深さ30㎝前後の円形で、底

面

ＳＫ1 第78（

は平坦である。堆積土は2層である。縄文土器の浅鉢体部が壁に密着した状態で出土した。基底部

が幅広い隆線による、横位展開文様が認められる。 

土器の出土状況から、ＳＫ18は埋設土器遺構の可能性がある。 

 



ＳＫ07（第 3 図、第 9 図） 調査区中央寄りで検出した。

径 50 ㎝、深さ 48 ㎝の円形で、壁はほぼ垂直に立ち上がっ

ている。堆積土は黒褐色砂質シルトである。 

縄文土器深鉢の口縁部が 1 点出土した。波状部に沈線に

よるＳ字文、渦文が描かれている。 

ＳＫ24（第 3 図、第 11 図） 調査区中央部東寄りで検

出した。径 60 ㎝、深さ 62 ㎝の円形で壁は垂直に立ち上が

る。堆積土は暗褐色砂質シルトである。 

［遺 物］堆積土から縄文土器の細片が数点、石鏃1点（第

11図 1）、不定形石器1点（第11図 2）が出土した。 

ＳＫ08（第 10 図、第 11 図） 調査区北端部の西壁際で

一部検出した。深さ55㎝で断面は逆台形状を呈す。堆積土

中位から石皿（第11図 3）が出土した。 
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ＳＫ15（第 12 図） 調査区北端の北壁際で検出した。ＳＫ16 よりも古い。長径 110 ㎝、深さ 49 ㎝

の不整楕円形を呈す。壁はほぼ垂直に立ち上がっている。堆積土中位に挙大の礫が含まれており、石

皿の破片が1点出土した。 

ＳＫ16（第 13 図） ＳＫ15を切って構築されている。長径130㎝、深さ34㎝の不整円形を呈し、

壁は急角度で立ち上がっている。堆積土上層に拳大以上の礫が多数含まれている。堆積土中から剥片

2点が出土した。 

3．その他の出土遺物 

遺構外の出土遺物は、縄文土器の小破片が約 200 点、石器では石鏃などの定形的な石器と不定形石

器が43点あり、剥片・砕片は163点におよぶ。撹乱2はＳＩ01などを破壊しているため土器片が70

数

円形文様が描かれるものや（1）、表面に盲孔の

あ されている。 

 

第Ⅲ章 考察とまとめ 

 

遺物の特徴や年代、遺構の性格についてまとめておく。 

（１）縄文土器の年代について 

ほとんどが小破片であるため器形が判明するものは少ない。文様の判明するものを列挙すると、口

縁部破片には突起下に多条沈線で文様が描かれるもの（ＳＩ01：第4図 4）、2本沈線と磨消縄文によ

って縦位の単位文を施文するもの（ＳＫ02：第6図1）、Ｓ字状沈線文を施文するもの（ＳＫ07：第 9

図）がある。体部破片には多条沈線文（ＳＩ01：第4図3）、一部連鎖状の隆線（ＳＩ01：第4図 5）、

沈線文（ＳＫ02：第 6 図 2）が認められる。このような文様が施文される土器は、宮城県内では縄文

時代後期前葉の南境式に位置づけられている。 

南境式には 3 段階の変遷があり、県北と県南では器形組成や文様の細部における地域差が存在する

とされる（丹羽・阿部ほか1982、加藤・阿部ほか1984）。県北では一迫町青木畑遺跡・色麻町大谷地

遺跡→大和町金取遺跡（石巻市南境貝塚Ｂ群土器）→南境貝塚Ｃ群土器という変遷が明らかにされてい 

点、石器では定形および不定形石器が 12 点、剥片・砕片が 40 点と、大量の遺物が出土している。

これらのうちで、文様の特徴が判明する土器を第14図に、定形的な石器を写真図版4に示した。 

土器の口縁部破片には、波状部の表裏に沈線による

るもの（2）が見られる。体部破片（3）には櫛歯状条線文が施文
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るが、今回出土した土器の文様の特徴は、石巻市南境貝塚の

遺跡の出土例に類似している。 

このほか、基底幅が広い隆線文による区画文

Ａ群及びＢ群土器（註 1）や大和町金取

が施文されるものが見られる（ＳＩ01：第 4 図 6、Ｓ

Ｋ 域の蔵王町二屋敷遺跡第Ⅰ群土器や、白

畑遺跡の遺物包含層3層出土土器との類似性が認められる。菅

生 の段階に対比されていることから、当遺

けられよう。 

（

）、尖

器3点、石

錐 核・剥

磨石類

土器と同様に縄文時代

後期前葉と考えられる。 

次に、ややまとまった量が出土した石鏃と不定形石器の特徴につ

いてふれておくと、石鏃で基部形態が判明するものは、凹基のもの

9点、平基のもの6点、凸基のもの2点である。これらの側辺形態

は、凹基のものには直線的なものと尖頭部付近で内湾し基部付近が

外湾するものとがあり、平基のものには直線的で全体が三角形状の

ものと、直線的だが基部が円みを帯びたもの（丸凸基に近い）があ

る。凸基のものはいわゆる有茎石鏃で、基部付近の側辺が短く張り出すものがある。大きさ（長さ）

は凹基のものが 1.2～3.1 ㎝、平基のものが 1.2～2.5 ㎝、凸基のものが 1.3～1.5 ㎝で、全体として

長さ2㎝以上のものは少ない。 

不定形石器は部分的な二次加工によって刃部を作出するもので占められており、1

二次加工の刃部を持ち縦長の形態を呈するものや、粗雑なスクレ

る。二次加工が全周に及ぶものは数点で、尖端部が作出されるものなどがある。 

剥片の数も少なく、中期後葉から後期前葉の遺跡で出土例

が多い縦長剥片はほとんど認められないが、縦長剥片を素材

とする頁岩製石器が数点存在する。 

石材の組成は表3に示す通り、碧玉（特に鉄石英）・頁岩・

玉髄の順で組成中に占める割合が高い（註2）。玉髄について

は、当遺跡から 1.5 ㎞ほど上流に位置する晩期の上田遺跡に

おいても石材組成の主体を占めており（古川 前掲書）、こう

した傾向は三迫川上流地域における石材組成の特徴を示すも

のと思われる。 

なお、礫石器はすべて安山岩製である。 

18：第7図、ＳＫ23：第8図 3）。このような土器は県南地

石市菅生田遺跡第Ⅱ群土器、柴田町向

田・向畑遺跡の土器は、県北における青木畑・大谷地遺跡

跡出土土器はおおむね縄文時代後期前葉の古い段階に位置づ

２）石器ついて 

出土した全石器の組成は、石鏃21点（未成品、破損品含む

頭器、箆状石器、石匙、抉入石器が各1点、クサビ形石

2 点、両極剥離痕ある石器 5点、不定形石器 22 点で、石

片類が214点（うち石核1点）であり、礫石器は石皿8点、

12 点、凹石 4 点である。これらの年代は、

側縁に連続した

イパーエッジを有するものが見られ
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（

器との間に年代的に大きな隔たりはないと考えられる。その他の遺構の

出

についてみると、ＳＫ08・10・15・16は平坦な底面を持ち、壁は急角度で立ち上

た可能性がある。これらは堆積土上部～中位から中礫や礫石器が出土する

点

（4

縄文土器、石器、

剥片類が出土した。 

2．土壙には墓壙と思われるものが含まれている（ＳＫ08，ＳＫ10，ＳＫ15，ＳＫ16）。 

3．少数の剥片石器と剥片、比較的多量の砕片が出土した。これらの石材組成の主体を占めるのは碧

玉（特に鉄石英）で、いずれの石材にも縦長剥片はほとんど認められない。 

 

註 1：南境貝塚のＡ群土器はＢ群土器よりも古い段階に位置づけられている 

註 2：石材同定は須田良平氏の教示による 
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でも共通している。堆積土の分析等を行っていないため明確な裏付けはないが、このような特徴は
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調 査 要 項 

 

遺 跡 名：一本柳遺跡（いっぽんやなぎいせき） 

（宮城県遺跡地名表登載番号：39044、遺跡記号ＩＺ） 

小沼遺跡（こぬまいせき） 

（宮城県遺跡地名表登載番号：39033） 

所 在 地：宮城県遠田郡小牛田町一本柳・小沼 他 

調査原因：出来川右岸地区（担い手育成）基盤整備事業 

調査主体：宮城県教育委員会 

調査担当：宮城県教育庁文化財保護課 

確認調査  真山 悟、村田晃一 

事前調査  茂木好光、菅原弘樹 

調査期間：確認調査 1998 年（平成 10 年）12 月 10 日 

事前調査 1999 年（平成 11 年）11 月 8 日～11 月 22 日 

調査対象面積：2,800 ㎡ 

調査面積：1,800 ㎡ 

調査協力：小牛田町教育委員会、宮城県古川農林振興事務所、小牛田町土地改良区、熊谷組 
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第Ⅰ章 はじめに 

一本柳遺跡は、遠田郡小牛田町一本柳・新一本柳・塩釜に、小沼遺跡は同町小沼・勘堂・ニッ壇に

在する。これらの遺跡は小牛田町役場の南東約3㎞の離れた不動堂地区にあり、南郷町と境を接し

いる。地形的には、箟岳丘陵と大松沢（鹿島台）丘陵が最も接近し、大崎低地が狭くなる東縁部に

り、鳴瀬川左岸の自然堤防上に立地している。北側には江合川が平行して流れ、この間に小牛田の

街地を流れている出来川が通る（第1図）。 

一本柳遺跡は、奈良・平安、中世、近世にいたる東西1㎞×南北0.3 ㎞におよぶ大規模な遺跡であ

る。平成 7 年 5 間 って、建 東 に 川の堤防

改修と中流堰 ・継続

的にあり、官 器など

が出土している。また、中世では道路跡・多数の掘立柱建物跡・300基以上の井戸跡があり、東西70

ｍ×南北25ｍ以上の規模をもつ屋敷地が確認された。出土遺物も青磁・白磁・青白磁・中世陶器・か

わらけ・木製品（漆器・曲物・茶筅・板草履など）・鳥帽子・金属製品・石製品（茶臼）・動物遺体（ウ

マ・イヌ）などが出土しており、在地領主クラスの武士の屋敷跡であったと考えられている（山田・

伊藤：1998）。 

小沼遺跡については発掘調査が行われておらず、詳細は明らかでないが、土師器・須恵器、青磁・

白磁が出土しており、古代・中世の集落跡と考えられている（小牛田町史編纂委員会1970）。 

 

所

て

あ

市

から平成 11 年までの ヵ年 にわた 設省 北地方建設局 よる鳴瀬

建設計画に伴う事前調査が行われた。奈良・平安時代には掘立柱建物群が規則的

衙的集落であった可能性が高く、土師器・須恵器・灰釉陶器・硯・漆紙・墨書土
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第Ⅱ  

1

の中流堰側にＡ区、遺跡に接する北沿いにＢ区、北

側

色土、Ⅳ層はにぶい褐色土、Ⅴ層は灰白色火山灰（10世紀前葉）のシルト、Ⅵ層は

2

み面

である。Ⅰ～Ⅳ層は粘質シルト、Ⅵ・Ⅶ層は粘土である。 

Ａ～Ｃ区の全域にはⅤ層：灰白色火山灰の堆積が認められ、今回の調査区は概して地形が低いこと

が知られた（第3図）。 

章 発掘調査の成果

 

．調査の方法と経過 

今回の一本柳・小沼遺跡の調査は宮城県古川農林振興事務所が主体の出来川右岸地区（担い手育成）

基盤整備事業に係るものである。 

平成10年度の試掘調査の結果を踏まえて、用水路部分（調査対象面積2,800㎡）のうち1,800㎡に

ついて事前調査を行った。トレンチは一本柳遺跡

の水田地帯にＣ区、小沼遺跡の北沿いにＤ区を設定した。その結果、一本柳遺跡では遺物は出土し

なかったが、Ａ－2区、Ｂ－3区、Ｃ－2区で溝跡、土壙、畦畔状遺構、柱穴が検出された。一方、小

沼遺跡のＤ区では地山まで削平がおよんでおり、遺構・遺物は検出できなかった。 

また、検出された遺構は、Ａ区の南端の№7杭（国家座標Ｘ＝－163845.438 Ｙ＝22843.967）を発

掘調査の原点として、1/100・1/200 の縮尺で平板測量、Ｂ－3 区は 1/20 の縮尺で実測図を作成した

（第2図）。記録写真は35㎜のモノクロ・リバーサルフィルムを用いて作成した。 

2．基 本 層 序 

調査区の基本層序は、Ⅰ層は暗褐色の表土・耕作土・Ⅱ層はにぶい褐色土で、中世の遺構の掘り込

み面、Ⅲ層は黒褐

つに大別され、ｂ層はオリーブ灰色土で全体にみられるが、ａ層は小沼遺跡のＤ区でみられる酸化

鉄を含むにぶい黄褐色土、Ⅶ層は暗オリーブ灰色土で一部スクモ層があり、古代の遺構の掘り込
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3．発掘された遺構と遺物

（１）古代の遺構（第 4・5 図

古代の遺構は、Ａ－2区で畦畔状遺構2条（ＳＦ1Ａ・Ｂ）、溝跡3条（ＳＤ1Ａ・Ｂ、ＳＤ2）、土壙

で畦畔状遺構1条（ＳＦ2）、溝跡3条（ＳＤ4・5・6）、土壙1基（ＳＫ3）、

Ｃ

底幅 2.0ｍ×高さ 0.2ｍのＳＦ1Ａ畦畔状遺構と北側に上幅 5.0ｍ

×

0.25ｍのＳＤ2

溝

］Ｂ－3区西は周辺より高くなっており、ＳＤ4・5・6溝跡とＳＫ3土壙を検出し

た

 

） 

2 基（ＳＫ1・2）、Ｂ－3区

－2区で溝跡1条（ＳＤ7）が検出された。 

［Ａ－2 区］ 調査区の北側で、基

深さ0.4ｍの大きなＳＤ1Ａ溝跡を検出した。これらの遺構は東西に平行に走っている。溝の北側の

上場が大きく張り出しており、氾濫した形跡があり、埋没したものと思われる。 

廃絶後、同じ位置に基底幅3.0ｍ×高さ約0.2ｍのＳＦ1Ｂ畦畔状遺構と上幅2.3ｍ×深さ0.25ｍの

ＳＤ1Ｂ溝跡が造られている。 

さらに、これらの新しい遺構とは別に、ＳＤ1Ｂ溝跡と平行しない上幅 0.8ｍ×深さ

跡、短軸2.2ｍ×長軸2.3ｍ以上×深さ0.2ｍのＳＫ1土壙、削平された長軸1.2ｍ以上の浅いＳＫ2

土壙が北側に検出された。これらのＳＤ1Ｂ・2 溝跡とＳＫ1・2 土壙にはⅤ層：灰白色火山灰が堆積

しており、同時期に機能していたと考えられる。 

［Ｂ－3・Ｃ－1区

。 

また、Ｂ－3区の西端では基底幅1.3ｍ×高さ0.25ｍのＳＦ2畦畔状遺構を検出し、Ｃ－1区の西側

ではⅤ層：灰白色火山灰に覆われた基本層序Ⅶ層を起源とする全体に暗く汚れた粘土層が認められた。

底面はやや凹凸ぎみである。 
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［Ｃ－2区］調査区の中央で、上幅0.45ｍ×深さ0.15ｍのＳＤ7溝跡が約30ｍにわたって検出された。

Ⅶ層上面から掘り込まれており、調査区に沿って南北に走り、南西端と北東端に抜ける。 

（２）中世の遺構（第 4・5 図） 

中世の遺構は、Ｂ－3区で掘立柱建物跡2棟（ＳＢ1・2）、溝跡1条（ＳＤ3）、柱穴多数が検出された。 

［Ｂ－3区］Ｂ－3区は周辺より高くなっており、中央部で全体の規模は不明であるが東西棟のＳＢ

1・2掘立柱建物跡の北東隅が検出された。柱穴の新旧関係からＳＢ2掘立柱建物跡が新しい。 

いずれの掘立柱建物跡の掘り方も、全般に径30㎝前後の円形もしくは一辺30㎝前後の隅丸方形で、

柱痕跡も10㎝前後の円形である。柱痕跡は掘り方よりも10㎝ほど沈んでいるものもある。 

ＳＢ1掘立柱建物跡の柱間寸法は北桁行1.7ｍ・東梁行 0.9ｍ、ＳＢ2掘立柱建物跡の柱間寸法は北

桁行で東から1.4ｍ・0.9ｍ、東梁行は1.7ｍである。 

掘立柱建物跡とは時期が違う東西に走るＳＤ3溝跡が南壁ぎわで検出された。 

また、掘立柱建物跡の柱穴と同じ規模の黒褐色の粘土が堆積した柱穴が多数検出されている。 

 

 

第Ⅲ章 まとめ 

 

①古代は、鳴瀬川中流堰調査区の低地で遺物のない地区では、水田跡が検出されている。 

今回の調査区では明確な耕作土や小畦畔は検出できなかったが、Ａ－2 区、Ｂ－3・Ｃ－1 区で検出

された畦畔状遺構は、低地で周辺に遺物がないことから畦畔の可能性がある。 

また、Ａ－2区の最北のトレンチが削平を受け土層が明瞭でないが調査区外の北側と、Ｂ－3・Ｃ－

1区の西側に水田跡があった可能性がある。 

②中世は、Ｂ－3 区で中世の溝跡と建物群が検出されているが、これらの遺構は微高地上の狭い範囲

に立地する下級武士・農民の集落であり、中流堰調査区で確認された主屋をもつ在地領主クラスの武

士の屋敷地の裏手もしくは周辺に展開するものと考えられる。 

 

 

引用・参考文献 

 

山田晃弘・伊東 裕（1998）：『一本柳遺跡Ⅰ』 宮城県教育委員会 

小牛田町史編纂委員会（1970）：『小牛田町史 上巻』 
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調 査 要 項 

 

遺 跡 名：牧野巣山塚跡（まきのすやまつかあと） 

宮城県遺跡地名表登載番号：66076、遺跡記号ＺＹ 

所 在 地：宮城県桃生郡河北町字牧野巣山 

調査原因：土地改良事業に伴う農業貯水槽建設工事 

調査主体：宮城県教育委員会 

調査担当：宮城県教育庁文化財保護課  真山 悟、山田晃弘 

確認調査・事前調査  斎藤吉弘、菅原弘樹、岩見和泰 

調査期間：確認調査 1999 年（平成 11 年）3月 15 日 

事前調査 1999 年（平成 11 年）3月 17・18 日、3月 24・25 日 

調査面積：390 ㎡ 

調査協力：宮城県石巻農林振興事務所、桃生郡河北地区教育委員会、（株）山内組 

 120



第Ⅰ章 遺跡の位置と環境 

牧野巣山塚跡は桃生郡河北町字牧野巣山に所在する。河北町役場からは東北東に約 4.5 ㎞の地点の

上川（追波川）北岸に位置しており（第1図－1）、南流する北上川（追波川）が大きく屈曲し東流

る北岸に位置し、河川によって解析された東西に延びる丘陵東部に立地する。標高84.4ｍの中野山

東、標高 60～64ｍ前後の丘陵東端の丘陵頂部に築かれており（第 2 図）、後背湿地との比高差は約

ｍで、南に北上川、東に北上川河口周辺、南西には遠く河南町・矢本町の水田地帯を眺望できる。 

周辺の遺跡（第 1 図）を概観すると、北の丘陵南斜面に奈良・平安時代の遺跡が数多く存在し、丘

を利用した中世の館跡も比較的多く点在しているが、縄文時代の遺跡はやや希薄である。同一丘陵

には、中世に山内首藤氏の本城であった七尾城跡などがあり、その北には山内首藤氏に関連する城 

 

北

す

の

60

陵

上
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跡として知られている中島城跡がある。 として知られ

ている皿貝貝塚や、県指定史跡の和泉沢古 北斜面には中

の葛西氏関連の館跡と伝えられる福地館山城跡、釣ノ尾館跡などがある。 

丁亥三

牧野

ったと

戦

確な位置などについては不明ということである。 

第Ⅱ章 発掘調査の成果 

調査の方法と経過 

本調査は、桃生郡皿貝川沿岸地区の土地改良事業に伴い実施されたものである。事業計画に従い、

丘陵上に農業貯水槽建設のため山林の伐 見されたため、工事に先立ち、

1999年 3月 15日に確認調査を行った。 

確認調査は、遺跡の広がりを確認するため、丘陵東端の最も高い場所に位置する塚跡周辺（東調査

2ヶ所に調査区を設けて行った（第 2・3 図）。

東調査区は 幅4ｍ・深さ12.5ｍのトレンチを

は丘陵東端の頂部に一辺 12～13ｍ、深さ 1ｍ程の方形

査区は現表土直下が地山層となっており、漸

きく削られたものと判断され、遺構は検出されなかった。 

ため、工事が中断される状況を考

慮し、事前

向に幅80㎝程のトレンチ2本を設けて塚

の盛土の状 塚上の遺構の

った。平面図の作成後、塚の中央部分約 40 ㎡の盛土を旧表土まで除去し、再度

塚の平面図や調査区の位置などの記録に際しては、工事用基準杭ＳＲ1№2（国家座標値＜第Ｘ系＞

Ｘ＝－162981.776、Ｙ＝46634.554）とＳＬ1№1＋3（国家座標値＜第Ｘ系＞Ｘ＝－162986.994、Ｙ＝

46546.848）を基準とし、遺構平面図は縮尺 1/100、25 ㎝コンターで平板による地形測量を行った。

断面図は1/20である。写真撮影は35㎜白黒フィルムとカラースライドフィルムを使用した。 

北の丘陵南斜面には、縄文時代後・晩期の貝塚

墳群などがあり、北上川を挟んだ対岸の丘陵

世

その他の遺跡としては、宮城県教育委員会が1998年度に調査した中世の大規模な板碑群である海蔵

庵板碑群が東へ約9㎞の北上川（追波川）の河口付近にあり、本塚跡の周辺でも「永喜二年（1527）

月日」の私年号板碑が知られている。 

巣山塚跡は新発見の遺跡であるが、塚跡の存在は古くから牧野巣地区に伝承として残っており、

牧野巣山には、往時、牧という名の鬼が住んでいて巣（居宅）を作っていたことからこの地名が起こ

いう伝説があり、山の東端に「鬼の墓」と伝えられていた塚と碑があったという（立花改進1965）。

後まもなく、学生数名がこの塚の石碑の下を掘り返したという話があり、その後、樹木が生い茂り、

正

 

 

1．

採を行ったところ、塚跡が発

区）とその西側の標高 60ｍ程の平坦地（西調査区）の

塚を中心に墳丘外の平坦面を含む約340㎡、西調査区は

東西に設けて 50 ㎡を調査した。その結果、塚

で、塚の外側から遺構は見つかっていない。また、西調

移層が認められず、植林の際に大

確認調査の結果、調査が短期間で終了可能であることが判明した

調査を1999年 3月 17日から行い、3月 25日に終了した。 

調査は、撹乱坑の堆積土を除去した後、東西方向と南北方

況の確認を行い、断面観察後に断面図を作成し、並行して現表土を除去して

確認と塚の検出を行

遺構の確認を行ったが、土壙などの施設は発見されなかった。 
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基本層位は第Ⅰ層が表土（ ＹＲ2/1黒色粘土）、第Ⅲ

層が漸移層（10ＹＲ2/3黒褐 で、地山は風化礫を多く

み、場所によっては岩盤が見られた。 

 

1ｍ

段の縁辺部に1.7ｍ程の幅で高さ30～40㎝のほぼ平坦な部分も認められた。なお、塚に伴うと考えら

れる遺構は検出されなかった。 

10ＹＲ3/2黒褐色腐植土）、第Ⅱ層が旧表土（10

色粘土）、第Ⅳ層が地山（10ＹＲ4/4褐色粘土）

含

2．発見された遺構と遺物 

【第1号塚跡】（第4・5図） 

雑木林であったために木の根による撹乱を受けており、塚の中央やや南西寄りには長径 2.6ｍ・短

径1.8ｍ、深さ0.9～1.0ｍの撹乱坑が認められた。塚の規模は一辺12.5～12.7ｍ、残存状況で高さ約

あり、平面形は方形を呈する。東・西・北辺は塚が築かれた当時の形をほぼ保っており、南辺に

ついては崩れや撹乱が見られた。断面観察の結果、盛土崩壊土は全体的に少ないが南辺でやや多く、

平面での観察結果を裏付けるものであった。塚頂部はやや盛り上がっており、部分的にではあるが、
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塚

があった痕跡も認められなかった。東西トレンチの断面観

から、盛土の行程がおおよそ推定することが可能であり、方形に旧表土と一部漸移層を削り出して

中央から何回かに分けて盛った後、形を整えるように全体を覆う盛土

第Ⅲ章 まとめ 

 

今回の調査で、一辺 12.5～12.7ｍ・残存高約 1ｍの方形を呈する塚が確認された。塚に伴う土壙な

どの遺構は見つかっていないが、塚中央部に掘られた撹乱坑の部分に遺構があった可能性も否定でき

ず、現表土や周辺から見つかった板碑と考えられる破片や板石が、昔立っていたとされる碑の残骸で

ある可能性も残されている。 

今回の調査で出土した粘板岩の板石は盛土からも出土しており、このことは塚を築く際に近くにあ

った板碑が壊された可能性が考えられる。板碑の造立は河北町・北上町では 1260 年代に始まり、16

世紀に入ると激減し、ほとんど休止状態になり、最も新しい板碑は河北町長面の竜谷院の「慶長十七

年（1612）」銘のもので、これ以降は近世造塔の盛期を迎えるとされている（勝倉元吉郎 1994）。ま

た、旧表土から永楽通寶が2点出土しているが、武田健一氏が多賀城市大日北遺跡の資料をもとに東

北地方の中世末から近世の墓を対象に銭貨の出土状況を分析し、墓中に埋納された銭貨のうち、渡来

銭と古寛永銭が共伴するものが非常に少なく、渡来銭から古寛永銭への切り代わりが非常に急激であ

るとする結果を提示している。遺構の性格や出土状況が異なるため、一様に比較・引用は難しいが、

これらの結果に従えば、牧野巣山塚跡の造営年代は、上限が永楽通寶の初鋳年である 1408 年を遡ら

ず、下限は17世紀中葉までは下らない可能性が想定される。 

 

引用・参考文献 

 

勝倉元吉郎 1994 「第1章 中世編（板碑）」『北上川下流域のいしぶみ』宮城県桃生郡河北地区教育委員会 

河北町誌編纂委員会 1975 『河北町誌』上巻 

武田健一 1998 『大日北遺跡』 多賀城市文化財調査報告書第 49 集 

立花改進 1965 『わがふるさとの町 飯野川』

は丘陵の頂部を利用し、旧表土と一部地山漸移層を方形に削り出した土を旧表土の上に直接積んで

築かれており、塚の周囲2～4ｍの範囲で平坦な面が確認された。盛土は版築状に突き固められた状況

は認められず、塚の上に建物などの構築物

察

塚の基底部を築き、削った土を

を行ったものと推定される。 

遺物は、盛土内から粘板岩の薄板状の破片が7点出土しているほか、塚周辺から11点が見つかって

いる。文字などの刻字は認められないが、1ｍ程の縦長の石材を板状に分割したもの 3 点のほか、一

部加工を施し整形しているものがある。表採資料の1点に表面を工具で加工した痕跡が認められるも

のがあり、板碑と考えられる（写真図版 10）。石材は稲井石である。また、塚のほぼ中央、撹乱坑の

東側の旧表土から永楽通寶2点が出土している（第6図、写真図版9）。 
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